
ふ る さ と

February.
2014

vol.115

この情報誌は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

財団法人

地域総合整備財団〈ふるさと財団〉

平成25年度ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者決定　　　　　平成26年度事業について

北海道の地方企業ゆえに
実現できた世界市場開拓

「ふるさと企業大賞」受賞企業

会長に聞く
北日本精機株式会社
代表取締役会長 小林 英一氏



February.2014

vol.115

ふ る さ と

表紙イラスト：深谷 亜巍
目次イラスト：inatomi

特集
平成25年度
ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者決定

「ふるさと企業大賞」受賞企業　会長に聞く

地域を生かし、地域を育む。
北海道の地方企業ゆえに
実現できた世界市場開拓。
北日本精機株式会社 代表取締役会長 小林 英一氏

新技術・地域資源開発補助事業
日本原産種の山芋「自然生」栽培に始まる 
六次産業化の推進
やまいもまつり有限会社

新技術・地域資源開発人材活用支援事業
福島県金山町と需要地を結ぶ 
アスパラガス伏せ込みチェーン栽培の構築
株式会社根っこや

新・地域再生マネージャー事業紹介

まちなか再生支援事業紹介

平成26年度事業について
① ふるさと企業大賞（総務大臣賞）
② 新技術・地域資源開発補助事業
③ 新・地域再生マネージャー事業
④ まちなか再生支援事業（補助金）
⑤ 公民連携アドバイザー派遣事業
⑥ 公民連携調査研究会（研究モデル事業）
⑦ 公民連携セミナー／地域経済フォーラム
平成26年度財団事業一覧

財団日誌

財団トピックス

 

1

12

15

6

18

20

22
23
24
26
27
28
29
30

32

32



1

ふるさと企業大賞
（総務大臣賞）

受賞者が決定

平成25年度

上川総務副大臣、増田審査委員長、柚木理事長を交え、受賞者全員で記念撮影

挨拶をする柚木憲一（財）地域総合整備財団
理事長

式辞を述べる上川陽子総務副大臣 各受賞者の講評を行う増田寛也ふるさと企業
大賞審査委員長

特集

表彰式、および受賞記念パーティーを開催しました。
平成25年10月30日（水）



ふるさと財団では、地域振興に資する事業活動を
実施している民間事業者を顕彰し、その活動を全国
に広く周知することにより、地域の振興・地域経済の
活性化と魅力あるふるさとづくりの推進に資するもの
として、平成 14 年度から｢ふるさと企業大賞（総務
大臣賞）｣の表彰を行っています。
平成 25 年度も地方公共団体から推薦された７事
業者を受賞者として選定し、表彰式及び受賞記念
パーティーを平成 25年 10月30日 ( 水 )、第一ホテ
ル東京 (東京都港区 )において行いました。

2

授与対象者は、ふるさと融資を利用した民間事業者のうち、融資の対象事業が、

① 地域経済及び雇用に特に貢献していると認められること
② 地域のイメージアップに特に貢献していると認められること
③� その他魅力あるふるさとづくりに特に貢献していると認められること

のいずれかに該当するものであり、東日本大震災の被災事業者にあっては、復
興に向けて特に中心的な役割を果たし、地域経済の再生及び雇用の維持・拡大
に特に貢献していると認められること(特別賞を授与 )としています。
受賞者は、各都道府県、政令指定都市、及び市町村から推薦のあった中から、
有識者からなる審査委員会の審議を経て選考されたものです。

◦株式会社かわむら
岩手県陸前高田市

◦社会福祉法人太陽会
千葉県館山市

◦医療法人社団ホスピィー
富山県魚津市

◦株式会社シマダ
京都府京丹後市

◦日段株式会社
島根県安来市

◦株式会社マリーンパレス
大分県

◦周南バルクターミナル株式会社
山口県周南市



特集 ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定
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地域医療センターのほか、特別養護老人ホーム、介
護老人保健施設、障害者支援施設等を運営する社会
福祉法人。医療センターは地域医療を支える中核病
院となっており、介護・福祉のノウハウを生かし、地域
密着型の健康維持・増進と先端的な医療を連携させ
た包括的な地域ヘルスケアを提供している。雇用面で
は、地元若年者の積極的な採用の一方で、人材の育
成に向けて看護専門学校の開設にも取り組み、地域
の医療の充実・発展に欠かせない存在となっている。

陸前高田市に基幹工場を置く地元産品の水産加工
品製造会社。東日本大震災では、的確な避難行動で
従業員に震災による死傷者を出さず、被災からいち
早く立ち上がり生産を再開させた。従業員数を震災
前に近い状況までに回復させ、市内製造業で最大規
模の雇用を確保。復興をめざす地域住民・産業界の
大きな支えとなっている。水産関連産業の将来を見
据え、陸前高田市の水産加工団地における食関連産
業集積の中心的役割を果たしている。

京都府、兵庫県において、温泉宿泊施設やファミリー
レストラン等を経営。飲食店経営で蓄積したノウハウを
ホテル事業に投入し、市内を一望できる立地を生かし
地元食材のメニューを提供することで、市内外からの
誘客を図り、地域観光産業の発展への貢献が顕著であ
る。地域初のチャペルを併設し、結婚をテーマに若者を
地元に惹きつける積極的な事業展開、地域活性化に取
り組んでいる。旧 ･国民年金施設を存続させ、従業員
全ての雇用を維持するなど地域雇用にも大きく貢献。

地域医療に取り組む医院を前身に、制度開始時から介
護保険事業に参入し、施設・在宅両面での総合的なサー
ビスを行う医療法人社団。充実した設備とスタッフによる
質の高いサービス、24時間対応型在宅クリニックの運
営、施設利用者の家族への親身なケアなどにより、高水
準の在宅復帰率を実現している。職員のワークライフバ
ランスの充実に向けた取組みにも熱心で、地域の雇用創
出にも大きく貢献。地域行事へも積極的に参加し、地域
との関わりが深い開かれた福祉の拠点を実現している。

社会福祉法人太陽会 株式会社かわむら ［特別賞］

株式会社シマダ 医療法人社団ホスピィー

医療関連機器整備等事業 水産加工場建設事業

温泉宿泊施設整備事業 グループホーム建設事業

千葉県館山市 岩手県陸前高田市

京都府京丹後市 富山県魚津市

社会福祉法人太陽会
理事長

亀田信介氏

株式会社かわむら
代表取締役

川村賢壽氏

株式会社シマダ
代表取締役社長

石田直規氏

医療法人社団ホスピィー
理事長

浦田哲郎氏



特集 ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定
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輸入石炭の受入・保管・搬出を行う中継備蓄基地を
運営している官民出資の企業。取扱量の増加に伴い発
生する利益を、保管料の単価引下げによって全ての荷主
に還元する類を見ないコストセンター方式で運営。施設
の整備・拡充、取扱量の増加に伴い、順調に雇用を創出
しており、社長が個別面談を行うなど、能力・適性に応
じた育成を行っている。工業を地域資源と捉え、コスト
の低減によって、地域産業の活性化・競争力強化につな
げる官民連携プロジェクトの重要な役割を担っている。

鳥取・島根・兵庫の３県に工場を有し、大量生産はもと
より、多品種・少ロットに対応した高品質な製品を供給す
る地域有数の段ボール製造会社。安来工場では、金属材
料・加工品や農作物の出荷用梱包材などを取り扱い、地
域産業の製品流通に欠かせない存在となっている。高性
能機を導入し、高速化や多様なニーズへの対応が可能な
生産体制を構築する一方、手作業が必要な商品も手が
け、地元雇用者の増加につなげている。安来市と災害時
応援協定を締結し、地域防災力の向上にも大きく貢献。

前身の水族館の時代を含めると、約 50年の歴史を
持つ別府湾に面する水族館「うみたまご」を運営する会
社。「ふれあう」「みる」「まなぶ」を一体的に体験できる
水族館としては先駆け的存在で、幅広い年齢層が楽しめ
るイベントなどが好評を博しており、県内有数の集客数
を誇る。ソフト・ハード両面で高水準のサービスを提供
することにより、地域のイメージアップに大きく貢献して
いる。現施設となって従業員は大きく増加し、テナント
従業員も含めて雇用による地域への貢献も大きい。

周南バルクターミナル株式会社 日段株式会社

株式会社マリーンパレス

周南バルクターミナル整備事業 段ボールケース製造工場建設事業

水族館建設事業

山口県周南市 島根県安来市

大分県

周南バルクターミナル 
株式会社
取締役社長

河村義人氏

日段株式会社
代表取締役社長

山川正人氏

株式会社マリーンパレス
代表取締役社長

橋本均氏
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ふるさと財団 設立25周年記念事業

平成25年度 地域産業交流セミナー開催

ふるさと企業大賞表彰式と並行して、これから
の地域の産業や企業経営のあり方を考える「地域
産業交流セミナー」を開催。二人の講師によるユ
ニークなアイデアと深い考察に基づく講演で、会
場は盛況。企業経営者や地方自治体職員など、多
くのセミナー出席者の高い関心と共感を呼ぶ有意
義なセミナーとなりました。

「鳥（マクロ）の目」「魚（トレンド）の目」「虫（ミクロ）
の目」といった独特の視点から、これからの企業経営
戦略を多面的に考察。労働生産性の向上や商品・サー
ビスの競争力向上。また感性
の大切さや ICT 活用など、多
くのユニークな事例をもとに、
これからの企業経営のヒント
となるコンセプトや方法論を
説いていただきました。

日本の企業の特質である同族経営＝ファミリービジ
ネスの課題やソリューションに着目。多くの企業が抱
える課題である親子や同族間の事業承継について、
事業や経営だけでなく、金融
面や心理面からも考察する他、
米欧のファミリービジネスの
事例を引いて解説していただ
きました。

講演1 地域を元気にする企業の役割
一般財団法人 日本経済研究所 専務理事　鍋山 徹氏

講演2 地域を支えるファミリービジネスの経営課題
明治大学専門職大学院 グローバル・ビジネス研究科 教授　青井 倫一氏

〈講師プロフィール〉

鍋山 徹氏（なべやま とおる）

一般財団法人 日本経済研究所 チーフエコノ
ミスト・専務理事

1982年：早稲田大学法学部卒・日本開発
銀行入行／ 2000年：米国スタンフォード大
学 国際政策研究所 客員研究員／ 2011
年：日本政策投資銀行 チーフエコノミスト／
2013年：現職

【主な著書】 
「日本企業のものづくり革新」（共著） 
「視点・論点　専門と専門外の組み合わせ」

テレビ東京WBS 
「ワールドビジネスサテライト」コメンテーター

〈講師プロフィール〉

青井 倫一氏（あおい みちかず）

明治大学専門職大学院 グローバル・ビジネ
ス研究科 教授

1969年：東京大学工学部卒業／ 1975年：
同大大学院経済学研究科博士課程修了／
1981年：ハーバード大学ビジネススクール博
士号取得／ 1980年：慶應義塾大学大学
院経営管理研究科助教授／ 1990年：同
教授／ 2001年：慶應義塾大学大学院経
営管理研究科委員長、慶應義塾大学ビジネ
ス・スクール校長／ 2011年：明治大学専
門職大学院グローバル・ビジネス研究科教授

【主な著書】 
「リーダー企業の経営」（共著） 
「新版 マーケティング原理」（共著） 
ほか多数
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「ふるさと企業大賞」受賞企業

会長に聞く
地域振興への貢献を顕彰する「ふるさと企業大賞」を
受賞した経営者にお話をお聞きしました。

北海道芦別市

北海道の中央部、富良野に隣接する芦別で、
世界を市場にする小型ベアリングメーカー「北日本精機」。
特殊小型、極小ベアリング市場では
世界でもトップクラスのシェアを誇るオンリーワン企業です。
創業以来、多品種少量生産でニーズに応え、
常に最新鋭の生産設備導入により高効率の生産活動を展開してきました。
地域と一体になった企業のあり方を追い続けてきた小林英一会長に、
その経営理念と地域への取り組みをお聞きしました。

北日本精機株式会社

代表取締役会長 小林 英一氏
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こ
の
地
を
私
が
大
い
に
気

に
入
っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
点

か
ら
販
売
部
門
は
商
社（
現
サ
ッ
ポ
ロ
プ
レ
シ

ジ
ョ
ン
株
式
会
社
）、
製
造
は
北
日
本
精
機
と

製
販
分
離
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
メ
ー
カ
ー
の
特
徴
と
し
て
は
、
直
径
40

㎜
以
下
の
小
型
・
極
小
ベ
ア
リ
ン
グ
の
製
造

に
特
化
す
る
こ
と
で
し
た
。
当
時
の
主
流
は
自

動
車
部
品
な
ど
に
使
う
大
口
径
ベ
ア
リ
ン
グ
の

比
率
が
高
く
、
ロ
ッ
ト
も
大
き
い
も
の
が
市
場

を
な
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
小
型
ベ
ア
リ
ン

グ
は
企
業
ご
と
に
仕
様
も
異
な
り
、
ロ
ッ
ト
も

小
さ
い
、
言
っ
て
み
れ
ば
大
手
に
と
っ
て
は
あ

ま
り
手
が
け
た
く
な
か
っ
た
製
品
だ
っ
た
の

で
す
。
北
海
道
発
の
後
発
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は

う
っ
て
つ
け
の
市
場
で
し
た
。
そ
こ
で
最
新
の

製
造
機
械
を
導
入
し
て
高
品
質
高
精
度
製
品
の

製
造
を
始
め
た
の
で
す
。

軌
道
に
乗
る
ま
で
に
は
5
年
ほ
ど
の
期
間
が

必
要
で
し
た
。
当
初
は
得
意
先
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
指
導
に
よ
っ
て
育
て
上
げ
ら
れ
て
き

た
こ
と
も
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
点
で
す
。
営

地域を生かし、地域を育む。
北海道の地方企業ゆえに
実現できた世界市場開拓。

広大な敷地に立地する本社ビルと本社工場。市内には別工場も点在する。
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業
時
代
に
培
っ
た
海
外
の
輸
入
会
社
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
貴
重
な
情
報
源
と
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
結
果
、
80
年
代
を
迎
え
る

頃
に
は
、
輸
出
比
率
は
8
割
に
ま
で
高
ま
り
ま

し
た
。
海
外
で
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
は

O
E
M
生
産
を
、
さ
ら
に
自
動
車
産
業
か
ら
も

受
注
が
入
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

工
場
新
設
や
最
新
機
械
の
導
入
な
ど
、
設
備

投
資
に
は
思
い
切
っ
た
投
資
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
も
こ
の
芦
別
の
地
だ
か
ら
こ
そ
の
恩

恵
が
大
き
い
で
す
。
現
在
1
0
0
万
坪
か
ら
の

土
地
を
保
有
し
て
い
ま
す
が
、
公
的
な
支
援
体

制
や
地
価
の
安
い
こ
の
地
な
ら
で
は
の
こ
と
で

す
。
一
方
で
、
技
術
力
、
生
産
力
を
高
め
る
た

め
に
、
常
に
最
新
機
器
の
導
入
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
80
年
代
後
半
に
は
、
多
品
種
少
量
生
産

に
対
応
で
き
る
全
自
動
の
ベ
ア
リ
ン
グ
組
立
ラ

イ
ン
を
開
発
、
稼
動
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
完

成
品
チ
ェ
ッ
ク
も
自
動
化
す
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
の
で
、
自
動
化
率
は
90
％
と
、
非
常
に

効
率
の
良
い
製
造
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

豊
富
な
在
庫
が
オ
ン
タ
イ
ム
で
の

製
品
供
給
を
可
能
に

当
社
に
は
さ
ら
に
世
界
一
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
在
庫
な
ん
で
す
。
現
在
60
億
円
、

1
万
種
か
ら
の
在
庫
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ど
こ

の
メ
ー
カ
ー
で
も
注
文
が
入
っ
て
す
ぐ
に
作
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
様
が
出
て
か
ら

3
、
4
ヶ
月
で
の
納
品
が
普
通
な
ん
で
す
が
、

こ
の
在
庫
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
オ
ン

タ
イ
ム
で
の
製
品
供
給
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。
常
に
製
品
個
々
の
動
向
を
調
べ
、
需
要
予

想
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
当
社
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

先
日
も
日
本
の
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
短
納
期

で
の
話
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
在
庫
に
よ
り
大

い
に
あ
り
が
た
が
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
ど
の
ベ
ア
リ
ン
グ
が
年
間
ど
の
ぐ
ら

い
出
る
か
、
製
品
の
傾
向
は
ど
う
か
と
い
っ
た

こ
と
は
当
社
の
ト
ッ
プ
の
頭
の
中
に
常
に
入
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
精
度
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
不
動
在
庫
と
な
っ
て

処
分
す
る
も
の
の
割
合
は
極
わ
ず
か
で
す
。

こ
う
し
て
、
多
品
種
少
量
生
産
、
自
動
化
に

よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
生
産
量
拡
大
、
オ
ン
タ
イ

ム
供
給
に
よ
る
ア
ベ
イ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
（
入
手
の

し
や
す
さ
）の
高
さ
と
い
う
こ
と
を
武
器
に
、
着

実
に
拡
大
を
遂
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で

は
当
社
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
製
品
を
持
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
う
い
う
製
品
が
ほ
し
い

と
い
う
オ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
、
条
件
を
伺
っ
た

上
で
そ
れ
は
無
理
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
自

信
が
備
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
仕
事
を
行
っ
て

い
く
上
で
の
大
き
な
優
位
性
に
な
っ
て
い
ま
す
。

技
術
力
と
対
応
力
で

開
拓
し
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
市
場

当
初
心
に
描
い
た
芦
別
を
生
産
基
地
に
し
た

ほ
う
が
適
地
性
が
あ
る
、
と
い
う
考
え
は
、
自

分
な
り
に
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
現
在
で
は
得
意
先
が
固
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
こ
30
年
は
特
別
な
顧
客
開
拓
と
い
う
こ

と
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
営
業
コ
ス
ト
を
極
力

抑
え
る
と
い
う
こ
と
は
地
域
企
業
に
と
っ
て
は

大
変
有
利
な
点
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
販
売
し
た
商
品
に
対
す
る
責
任
と

い
う
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
体
制
に
は
万
全
を
期
し
て
臨
ん
で
お
り
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
特
殊
な
小
型
ベ
ア
リ
ン

「ふるさと企業大賞」受賞企業

会長に聞く
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グ
と
い
う
分
野
で
は
、
圧
倒
的
な
信
頼
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
当
社
の
製
品
は
世
界
的
に
知
名

度
、
信
用
度
と
も
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

こ
こ
10
年
ば
か
り
、
為
替
レ
ー
ト
の
関
係
で

円
が
高
く
、
厳
し
い
思
い
も
し
て
き
た
の
で
す

が
、
総
じ
て
収
益
的
に
は
そ
れ
な
り
の
実
績
を

挙
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
中
で
痛
感
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
海
外
大
手
と
の
取
引
例
で
す

が
、
一
時
ユ
ー
ロ
が
1
0
0
円
ぐ
ら
い
ま
で
下

が
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
月
に
1
億
ほ
ど
の

取
引
が
あ
っ
た
企
業
と
価
格
の
交
渉
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
先
方
は
契
約
を
盾
に
譲
ら

な
い
の
で
、
苦
し
い
中
、
そ
の
契
約
で
進
め
ま

し
た
。
今
や
ユ
ー
ロ
は
1
3
0
円
と
逆
転
し
ま

し
た
が
、契
約
は
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
何
か
あ
る
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
迫
っ

て
き
ま
す
が
、
川
下
の
製
造
業
を
育
て
る
た
め

に
は
そ
れ
な
り
の
連
携
体
制
が
必
要
だ
と
感
じ

た
次
第
で
す
。
企
業
の
品
格
と
い
う
点
で
、
欧

米
の
企
業
は
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
持
っ
て
い

ま
す
ね
。
ド
イ
ツ
の
販
売
店
と
は
40
年
来
の
取

引
が
あ
り
、
後
継
者
の
時
代
と
な
っ
て
も
蓄
積

さ
れ
た
信
頼
は
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
社
は
国
内
企
業
か
ら
の
大
口
の

受
注
は
受
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
い
つ

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
ま
す
、
と
い
う
こ
と
で
仕

様
が
変
わ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
そ
れ

に
伴
う
設
備
投
資
は
膨
大
な
も
の
と
な
り
ま

す
。
大
き
な
リ
ス
ク
が
内
在
し
て
い
る
仕
事
は

怖
く
て
引
き
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
仕

事
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
従
業
員
に
対
し

て
ト
ッ
プ
が
心
が
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
リ
ス
ク
や
そ
の
芽
を
ど
う
回
避

す
る
か
、
排
除
す
る
か
と
い
う
企
業
戦
略
を
確

立
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
多
品
種
少
量
主
義

は
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
大
手
メ
ー
カ
ー
が
嫌
が
る
小
ロ
ッ
ト
を
当

社
は
喜
ん
で
受
注
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
な

り
の
対
価
を
い
た
だ
き
ま
す
。
小
ロ
ッ
ト
と
い

う
の
は
目
に
見
え
な
い
コ
ス
ト
が
か
か
る
も
の

で
す
。
ラ
イ
ン
、
品
質
管
理
、
い
ず
れ
も
そ
の

製
品
に
あ
わ
せ
た
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
も
の
の
見
方
を
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
ロ
ッ
ト
こ
そ
値
段
を
高

く
す
る
の
で
す
。
他
で
は
作
れ
な
い
で
す
か
ら

ね
。
そ
こ
に
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
し
て
の
道
が
開

け
て
き
た
の
で
す
。
経
営
者
と
し
て
は
儲
け
ら

れ
る
と
き
に
は
し
っ
か
り
儲
け
る
こ
と
が
肝
要

で
す
。

こ
の
戦
略
は
私
自
身
、
当
た
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
に
な
る
の
は
大
変
で
し
た

け
ど
、
き
っ
ち
り
と
し
た
仕
事
の
お
か
げ
で
、

当
社
で
な
け
れ
ば
だ
め
だ
、
と
い
う
企
業
も
増

え
て
き
た
の
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

現
在
私
が
会
長
で
長
男
が
社
長
を
、
次
男

が
国
内
外
の
営
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
私
自

身
、
営
業
畑
の
出
身
で
し
て
、
海
外
、
国
内
の
営

業
に
熟
知
し
て
い
る
自
負
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
形
で
何
十
年
と
や
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

当
社
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
確
立
さ
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
地
域

に
根
付
い
た
企
業
と
し
て
地
元
の
高
校
か
ら
は

毎
年
10
名
程
度
が
入
社
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
経
済
の
動
向
と
北
海
道
と
い
う
立
地

を
考
え
て
み
た
場
合
、
お
の
ず
と
企
業
の
経
営

規
模
と
い
う
の
は
制
約
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
大
き
く
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
が
安
定
し

て
、
ハ
ッ
ピ
ー
な
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
と
い
う
も
の
を
考
え
て
や
っ
て
い
け
ば
大

き
な
ミ
ス
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
必
要
な
革
新
は
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、新
規
ジ
ャ
ン
ル
に
取
り
組
ん
だ
り
、

大
口
の
投
資
を
し
た
り
と
い
う
こ
と
は
、
現
状

で
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少量多品種主義、最新機器の
随時導入、豊富な在庫で
アベイラビリティを向上

自動化された製造ラインが極小のベアリングを生み出していく
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育
ん
で
く
れ
た
芦
別
に

地
域
貢
献

こ
う
し
て
ど
う
に
か
世
間
に
認
め
ら
れ
る
企

業
と
な
っ
た
今
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
、
地
域
的
、
社
会
的
に
ど
う
い
っ
た

貢
献
が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
北
海

道
に
来
て
以
来
、
ず
っ
と
考
え
て
き
た
こ
と
で

あ
り
、
最
近
で
は
形
と
し
て
表
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

去
年
、
私
ど
も
で
美
術
館
を
作
っ
た
の
で
す

が
、
収
蔵
品
に
関
し
て
は
来
館
者
に
ご
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
は
、
こ
の
美
術
館
と
あ
と
図
書
館
で
す
。

自
分
の
好
み
の
分
野
に
つ
い
て
収
集
を
し
て
き

た
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
な
り
の
特
色

あ
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

文
化
面
で
は
写
真
館
の
計
画
も
あ
り
ま
す
。

北
海
道
の
写
真
家
で
も
っ
と
世
界
的
に
評
価
さ

れ
て
い
い
と
思
う
写
真
家
が
お
り
ま
し
た
。
清

水
武
男
さ
ん
と
言
い
ま
す
が
、
北
海
道
の
空
撮

を
集
め
た
写
真
集
と
の
出
会
い
が
発
端
で
し
た

が
、
非
常
に
気
に
入
り
ま
し
て
、
大
量
に
購
入

し
て
海
外
の
得
意
先
に
記
念
品
と
し
て
配
布
し

た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
営
業
面
で
も
大

い
に
役
立
ち
ま
し
た
。
当
社
が
立
地
し
て
い
る

北
海
道
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と
を
視

覚
的
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

こ
の
写
真
集
は
道
庁
も
注
目
す
る
こ
と
に

な
り
、
サ
ミ
ッ
ト
に
掲
載
写
真
が
使
わ
れ
る
こ

と
に
も
な
り
、
作
者
も
大
い
に
喜
ん
だ
も
の
で

す
。
北
海
道
固
有
の
文
化
や
風
物
を
撮
り
つ
づ

け
て
い
た
写
真
家
で
し
た
が
、
惜
し
く
も
2
年

前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
作
品

を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
北
海
道
で
企
業
と
し
て
採
算
が
取
れ
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を

形
と
し
て
残
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
私

の
役
目
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

第
三
の
青
春
を
か
け
る

さ
ら
に
高
齢
者
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
急

務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
地
方
企
業
が
ど
う

い
っ
た
方
法
で
協
力
、
参
画
で
き
る
か
、
ど
う

い
っ
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
か
を
、毎

日
1
時
間
で
も
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

基
本
と
し
て
は
、
事
業
形
態
と
し
て
収
益
が

先
行
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
、
質
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
か
ら

ね
。
高
齢
者
で
も
で
き
る
仕
事
は
色
々
あ
り
ま

し
て
、
こ
れ
は
い
け
る
な
と
い
う
の
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
指
導
を
す
れ
ば
、
高
齢

者
、
身
障
者
の
方
が
優
れ
た
能
力
を
発
揮
し
て

く
れ
る
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。

こ
の
強
力
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
岩
見
沢

で
福
祉
施
設
を
展
開
し
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま

す
。
当
社
の
製
品
の
中
に
は
極
小
で
手
作
業
で

な
く
て
は
製
造
が
困
難
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
の
組
立
を
車
椅
子
の
方
や
障
害
者
の
方

1
0
0
名
以
上
に
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
当
社
と
は
40
年
来
の
付
き
合
い
が
あ

り
ま
す
の
で
、相
互
認
識
、信
頼
関
係
は
十
分
に

培
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
と
の
連
携
に
よ
り
新

た
な
施
設
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
注
目
し
て
い
る
の
が
廃
校
に
な
っ

た
学
校
の
施
設
の
活
用
で
す
。
立
派
な
施
設
が

放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
耐
震
性
な
ど
十
分
に

チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
の
活
用
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

「ふるさと企業大賞」受賞企業

会長に聞く
機械的な製品検査の上に音波を利用した人的検査が製品の信用度を高めている
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７
、８
年
考
え
て
お
り
、
す
で
に
周
辺
の
土
地

も
確
保
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
高
齢
者
施
設
の

た
め
の
要
員
育
成
も
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
核
と
な
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
早
急
に

作
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
ひ

と
つ
ず
つ
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て

積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
統
合
し
て
生
か
す
時

期
に
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
地

域
社
会
へ
の
取
り
組
み
は
、
行
政
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
の
人
生
の
集
大
成
と
し
て
、
ひ
と
つ

の
真
剣
な
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
第
三
の
青
春
を
迎
え
た
と
思
っ
て

頑
張
っ
て
い
く
覚
悟
で
す
。

海外工場からの研修生を 
定期的に育成指導
1993年に上海に設立された北日本精機全額出資の現地
法人工場からは、定期的に従業員が研修に訪れている。２
～３年の研修期間を過ごし、現地に帰れば指導的な立場と
なって若手を育成していく。本社工場の約1割に当たる40
名ほどが常時研修に励んでいる。本社工場では付加価値
の高い製品を、上海工場では汎用性が高い製品を、との住
み分けがなされている。

黙 と々作業を進める研修社員。その手際は熟練の域に達している

研修生は作業を通して北日本精機のスピリッツを全身で学んでいく

概要

名称	 北日本精機株式会社

創業	 1969年

従事者数	 570名

事業内容	 小径玉軸受の製造

	 薄肉形玉軸受の製造

所在地	 〒079-1371

	 北海道芦別市上芦別町26番地23

	 TEL.0124-22-1250　FAX.0124-22-1038

ホームページ	 http://www.ezo-brg.co.jp/

沿革

1960年…�城北ベアリング興業株式会社 
（現サッポロプレシジョン株式会社）設立

1969年…�北日本精機株式会社設立。 
小径ベアリングの製造開始

1988年…本社敷地内に配送センター設立
1993年…中国上海に現地法人の工場を設立　
1996年…韓国ソウルにベアリング専門商社を設立
2003年…�アメリカ・フロリダ州に 

ベアリング専門商社設立
2005年…西芦別工場操業開始
2007年…�新大型工場操業開始、 

新配送センター稼動
2008年…高精度精密ベアリング工場操業開始
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自
然
生
と
と
も
に
始
ま
っ
た

U
タ
ー
ン
の
再
出
発

山
口
県
南
東
部
に
位
置
す
る
周
南
市
は
、

2
0
0
3
年
に
二
市
二
町
の
合
併
に
よ
り
誕

生
。
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
徳
山
地
域
を
中
心
と

す
る
温
暖
な
南
部
エ
リ
ア
は
、
早
く
か
ら
石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
開
発
さ
れ
、
瀬
戸
内
工
業
地

帯
の
要
地
と
な
っ
て
き
た
。
一
方
、
中
国
山
地

に
接
す
る
北
部
は
冬
季
に
は
降
雪
を
見
る
こ
と

も
あ
り
、
果
樹
栽
培
を
中
心
に
し
た
農
業
地
帯

と
な
っ
て
い
る
。

中
心
部
か
ら
西
へ
車
で
30
分
ほ
ど
。
里
山
風

景
が
広
が
る
湯
野
温
泉
の
一
角
に
、
旧
Ｊ
Ａ
支

所
を
活
用
し
た
「
や
ま
い
も
ま
つ
り
」
の
拠
点

施
設
が
あ
る
。
代
表
で
あ
る
村
田
将
弘
さ
ん
が

2
0
0
9
年
に
地
域
お
こ
し
の
核
と
す
る
べ

く
設
け
た
複
合
施
設
で
あ
る
。
加
工
場
を
は
じ

め
、
巨
大
な
冷
蔵
倉
庫
、
産
直
シ
ョ
ッ
プ
、
飲

食
施
設
が
あ
り
、
事
務
所
や
ス
タ
ッ
フ
の
宿
泊

施
設
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
農
地
も

隣
接
し
て
い
る
。
2
0
1
1
年
に
は
農
水
省
・

六
次
産
業
総
合
化
事
業
計
画
の
認
定
を
受
け
、

県
や
国
か
ら
の
支
援
体
制
も
備
わ
っ
た
。

「
一
次
（
生
産
）、
二
次
（
加
工
）
と
進
め
て

き
た
自
然
生
を
核
と
し
た
取
り
組
み
を
三
次
産

業
化
（
直
売
、
飲
食
提
供
）
し
、
地
域
お
こ
し

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
り
出
し
た
い
」
と
語
る

村
田
さ
ん
の
計
画
は
、
35
年
ほ
ど
前
に
U
タ
ー

ン
で
こ
の
地
に
戻
っ
て
き
た
と
き
に
始
ま
る
。

本
物
に
こ
だ
わ
っ
て

地
場
産
品
を
特
産
化

当
時
、
世
の
中
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
。
都

会
人
が
田
舎
に
あ
こ
が
れ
る
、
と
い
う
こ
と
か

ら
、
田
舎
の
良
さ
を
活
か
し
た
事
業
に
可
能
性

を
見
い
出
し
た
の
だ
。
家
業
の
農
業
に
携
わ
る

中
で
、
目
を
留
め
た
の
が
自
然
生
の
栽
培
だ
っ

た
。
以
前
か
ら
地
元
で
は
よ
く
食
さ
れ
て
い
た

馴
染
み
深
い
食
材
で
は
あ
っ
た
が
、
自
然
生
は

天
然
の
も
の
が
主
流
で
あ
り
、
地
元
と
は
い
え

稀
少
な
も
の
で
、
商
品
価
値
は
高
い
。

「
こ
の
地
で
産
出
量
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、

生
育
に
気
候
風
土
が
あ
っ
て
い
る
の
だ
、
と
思

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
栽
培
を
し
て
特
産
化
を

自然の力が育てるふるさと産品で 
地域活性のビジネスモデルに取り組む！
日本原産種の山芋「自

じ

然
ね ん

生
じょう

」栽培に始まる六次産業化の推進
やまいもまつり有限会社

地域における新産業の育成と雇用の拡
大のため、新技術開発補助金および地
域資源開発補助金を交付し、地域産業
を支援しています。

新技術・地域資源
開発補助事業

特産品となった自然生

自然生から生まれる
加工製品
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図
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
」。
こ
こ
か
ら
村
田

さ
ん
の
自
然
生
研
究
が
始
ま
っ
た
。
日
本
原
産

種
の
自
然
生
に
も
品
種
が
あ
り
、
生
育
環
境
に

よ
っ
て
も
粘
度
や
糖
度
に
大
き
な
差
が
生
じ

る
。
目
指
し
た
も
の
は
、
最
高
品
種
の
真
芋
で

あ
り
、
い
か
に
自
然
環
境
に
近
い
栽
培
環
境
を

作
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
こ
で

村
田
さ
ん
が
心
に
期
し
た
の
が
、
本
も
の
の
良

さ
を
伝
え
、
広
め
て
い
く
こ
と
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
1
9
7
9
年
に
は
自
然
生
が

特
産
品
と
し
て
誕
生
す
る
。
時
期
を
同
じ
く
し

て
一
村
一
品
運
動
が
全
国
的
に
広
ま
っ
て
き
て

い
た
。
特
産
品
化
の
う
わ
さ
を
聞
い
て
、
県
の

内
外
か
ら
自
然
生
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
い

う
相
談
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。以
来
、

10
年
に
わ
た
り
村
田
さ
ん
は
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
、

35年前に希少価値の高い日本原産種の山芋「自然生」の栽培に着手。
地域の特産品に育て上げる傍ら、各地で栽培技術の指導と商品化の
ノウハウを普及し、地域にあった六次産業化を推進

特
産
品
化
の
指
導
を
す
る
た
め
に
全
国
を
飛
び

回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
自
然
に
生
え
る
と
い
う
名
の
作
物
だ
け
あ
っ

て
、
栽
培
に
は
い
か
に
自
然
に
近
い
環
境
を

作
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で

す
。肥
料
の
や
り
す
ぎ
や
手
の
か
け
す
ぎ
で
は
、

決
し
て
い
い
自
然
生
は
育
ち
ま
せ
ん
。
人
の
手

が
入
っ
て
い
な
い
山
の
よ
う
な
環
境
、つ
ま
り
、

無
農
薬
、
無
肥
料
の
自
然
農
法
が
い
い
自
然
生

づ
く
り
の
大
原
則
な
ん
で
す
」

こ
の
村
田
さ
ん
の
理
念
、
指
導
に
よ
り
、
各

地
に
生
産
拠
点
が
増
え
て
い
っ
た
。
同
時
に
情

報
交
換
や
生
産
品
の
過
不
足
を
補
い
合
う
生
産

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
こ

の
頃
に
は
、
一
般
消
費
者
は
も
と
よ
り
業
務
用

需
要
や
専
門
店
か
ら
の
注
文
も
増
え
、
生
産
が

需
要
に
追
い
つ
か
な
い
事
態
も
生
じ
て
い
た
と

い
う
。
野
趣
豊
か
で
滋
味
溢
れ
る
味
わ
い
の
自

然
生
は
、
一
度
口
に
し
た
方
か
ら
の
リ
ピ
ー
ト

オ
ー
ダ
ー
や
口
コ
ミ
に
よ
る
新
規
需
要
に
よ
り

確
実
に
注
文
が
増
え
て
い
っ
た
。

収
穫
時
期
が
限
ら
れ
る
自
然
の
産
物
だ
け

に
、
生
産
量
の
確
保
、
品
質
を
維
持
し
た
在
庫

管
理
は
安
定
供
給
に
と
っ
て
避
け
て
は
通
れ
な

い
克
服
点
で
あ
る
。
生
産
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
こ
の
課
題
の
解
決
策
と
な
っ
た
。

法
人
化
に
よ
り

事
業
の
継
続
性
を
図
る

1
9
9
9
年
、
村
田
さ
ん
は
法
人
化
に
踏

み
切
り
「
や
ま
い
も
ま
つ
り
有
限
会
社
」
の
設

立
と
な
っ
た
。
生
産
、指
導
育
成
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
個
人
で
行
っ
て
き
た
業
務
を
、
法
人
化

に
よ
り
流
通
の
拡
大
と
継
続
性
の
あ
る
事
業
と

す
る
こ
と
が
狙
い
だ
っ
た
。
こ
ん
な
中
で
具
現

化
し
た
の
が
、
自
然
農
法
に
よ
る
自
然
生
栽
培

法
「
波
乗
り
名
人
」
の
確
立
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
や
も
い
も
ま
つ
り
で
は
、
日
本
一
の
産

地
作
り
を
目
指
す
決
意
を
固
め
た
。

村
田
さ
ん
の
長
年
の
試
行
錯
誤
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
た
栽
培
法
は
、
手
軽
に
入
手
で
き
る
波

板
を
利
用
し
て
斜
め
に
育
成
を
促
す
よ
う
に
工

夫
さ
れ
た
も
の
。
も
ち
ろ
ん
山
土
を
客
土
す
る

こ
と
と
か
、
養
生
の
方
法
な
ど
も
詳
細
に
明
示

さ
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
自
然
生
が
育
ち

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
手
助
け
す
る
と
い
う
自

然
流
。
培
っ
て
き
た
優
良
品
種
の
種
芋
の
提
供

と
と
も
に
こ
の
栽
培
法
を
広
く
公
開
す
る
こ
と

で
、
よ
り
安
定
し
て
質
の
高
い
自
然
生
の
生
産

を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
で
、
自
然
生
の
生
産
、
販
売
を
基
盤
に

し
た
地
域
振
興
計
画
に
本
格
的
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
。「
あ
る
程
度
生
産
が
軌
道
に
乗
っ

て
く
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
休
耕
地
や
耕
作
放
棄
地
の
活
用
に
は
じ

ま
り
、
就
労
者
の
増
加
、
食
育
・
食
文
化
の
伝

承
や
創
造
、
産
地
直
売
所
の
活
性
化
な
ど
、
地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
要
素
が
自
然
生
栽

培
を
基
点
に
す
べ
て
結
び
つ
い
た
ん
で
す
。
こ

れ
が
実
現
し
て
い
け
ば
活
力
が
あ
る
地
域
が
取

り
戻
せ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」。
す
で
に
全

国
で
1
0
0
社
を
超
え
る
飲
食
企
業
と
業
務

やまいもまつりの代表を務める村田将弘さん
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用
の
取
引
を
行
っ
て
い
る
が
、
何
よ
り
も
手
軽

に
味
わ
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
地
元
で
味
わ
い
、

購
入
で
き
る
こ
と
が
、
特
産
品
と
し
て
の
裾
野

拡
大
に
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
。

遊
休
施
設
を
活
用
し
た

拠
点
作
り
に
着
手

こ
の
具
体
策
と
し
て
空
き
ビ
ル
と
な
っ
て
い

た
旧
Ｊ
Ａ
支
所
の
活
用
は
大
き
な
一
歩
と
な
っ

た
。
や
ま
い
も
ま
つ
り
の
拠
点
と
な
っ
た
こ
の

施
設
で
は
、
ま
ず
、
自
然
生
を
活
用
し
た
加
工

商
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。「
一
般
的
に
な

じ
み
が
あ
る
加
工
商
品
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し

た
。
山
芋
焼
酎
や
漬
物
、
う
ど
ん
、
そ
ば
な
ど

で
す
が
、
い
ず
れ
も
自
然
生
の
野
性
味
あ
る
味

わ
い
が
楽
し
め
る
逸
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
然
生
そ
の
も
の
の
味
わ
い
を
何
と
か

手
軽
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
の

が
強
い
思
い
と
し
て
あ
り
ま
し
た
」。
こ
う
し

た
思
い
で
開
発
を
重
ね
て
発
売
さ
れ
た
の
が
炊

やまいもまつり有限会社
本社所在地… 山口県周南市徳山1019‐90
湯野営業所… 山口県周南市湯野4238
代表者名…… 村田将弘
主要業務…… 自然生、加工品の生産販売

き
込
み
用
レ
ト
ル
ト
の
山
子
ご

は
ん
だ
。
自
然
生
の
細
切
り
、

ム
カ
ゴ
が
ニ
ン
ジ
ン
、
シ
イ
タ

ケ
、
タ
ケ
ノ
コ
と
と
も
に
自
然

で
野
趣
溢
れ
る
味
わ
い
を
生
み

出
し
て
い
る
。
こ
の
商
品
は
テ

レ
ビ
の
情
報
番
組
で
も
紹
介
さ

れ
絶
賛
さ
れ
た
。
さ
ら
に
す
り

お
ろ
し
た
自
然
生
を
そ
の
ま
ま

ご
飯
に
か
け
て
食
べ
ら
れ
る
レ
ト
ル
ト
商
品
も

試
験
販
売
段
階
と
な
っ
て
お
り
、
自
然
生
な
ら

で
は
の
味
わ
い
が
よ
り
手
軽
に
楽
し
め
る
よ
う

に
な
る
。

二
次
、
三
次
事
業
で

地
域
活
性
化
を
図
る

そ
し
て
今
年
、
産
直
シ
ョ
ッ
プ
「
自
然
生
ま

つ
り
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
自
然
生
や
加
工
食
品

の
直
売
、
飲
食
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
な
ん

と
い
っ
て
も
無
骨
で
あ
る
が
ゆ
え
の
自
然
生
の

姿
は
迫
力
が
あ
り
、
大
地
の
贈
り
物
と
い
っ
た

存
在
感
が
あ
る
。
週
末
に
は
県
内
外
か
ら
の
来

店
客
で
賑
わ
い
、
シ
ョ
ッ
プ
の
一
番
人
気
は
も

ち
ろ
ん
生
の
自
然
生
。
1
k
g
4
0
0
0
円

以
上
と
高
単
価
商
品
で
あ
り
な
が
ら
売
れ
行
き

は
好
調
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。
自
然
志
向
、

本
物
志
向
の
ニ
ー
ズ
に
見
事
に
合
致
し
た
特
産

品
と
い
え
よ
う
。

こ
の
シ
ョ
ッ
プ
を
賑
わ
す
要
因
の
ひ
と
つ

が
、
飲
食
施
設
で
味
わ
え
る
自
然
生
の
メ

ニ
ュ
ー
だ
。
す
り
お
ろ
し
た
ま
ま
の
シ
ン
プ
ル

な
生
と
ろ
ろ
を
は
じ
め
、
養
生
御
膳
、
十
穀
米

と
と
ろ
ろ
汁
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
と
ろ
ろ
膳
な

ど
素
朴
で
力
強
い
味
わ
い
が
楽
し
め
る
。
こ
こ

で
の
自
然
生
体
験
が
購
入
へ
の
有
力
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

「
生
産
し
、
加
工
し
、
販
売
・
提
供
す
る
、
と

い
う
六
次
産
業
化
は
よ
う
や
く
端
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
で
す
。
今
後
は
地
域
と
と
も
に
充
実
、

拡
大
を
図
り
、
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
更
な
る
抱
負

を
語
る
村
田
さ
ん
。
か
つ
て
、
各
地
に
出
向
い

て
行
っ
て
い
た
指
導
も
、
今
後
は
拠
点
施
設
で

定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
す
で

に
若
手
の
研
修
生
も
村
田
さ
ん
の
も
と
で
日
々

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
は
、
地
域

振
興
事
業
協
同
組
合
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ

た
取
り
組
み
も
進
め
て
お
り
、
一
本
の
自
然
生

の
蔓
は
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

目
指
す
は
周
南
発
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

自然栽培法「波乗り名人」で育成された自然生

加工・直販部



15

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
伏
せ
込
み
栽
培
で

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
つ
く
る

『
株
式
会
社
根
っ
こ
や
』
は
、
平
成
二
十
四
年

六
月
に
設
立
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
会
社
だ
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
伏
せ
込
み
栽
培
で
、
生
産
地

と
需
要
地
を
結
ぶ
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

確
立
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
収
穫
直
後
は
甘
く
瑞
々

し
い
が
、
鮮
度
に
よ
っ
て
味
が
大
き
く
左
右
さ

れ
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
急
速
に
味
が
落
ち

て
し
ま
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
は
冷
涼
な
気
候
を
好
む
作
物
な
の
で
、
日
本

で
は
北
海
道
や
東
北
、
長
野
な
ど
が
主
な
産
地

と
な
り
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
大
消
費
地

か
ら
は
遠
く
離
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
そ
の

た
め
、
市
場
に
出
回
る
ま
で
に
、
か
な
り
の
時

間
的
ロ
ス
が
あ
り
、
本
当
の
味
が
消
費
者
に
届

き
に
く
い
。
伏
せ
込
み
栽
培
で
育
て
た
根
株
を

低
温
で
休
眠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
必
要
な
と
き

に
必
要
と
さ
れ
る
場
所
で
育
成
で
き
れ
ば
、
常

に
消
費
者
に
新
鮮
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
生
産
地
の
活

性
化
に
も
、
も
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
だ

と
、
代
表
取
締
役
の
田
原
哲
さ
ん
は
、
こ
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
意
気
込
み
を
見
せ
る
。

遊
休
農
地
を
活
用
し
て

過
疎
化
に
悩
む
地
域
に
貢
献
し
た
い

千
葉
大
学
園
芸
学
部
の
蔬そ

菜さ
い

園
芸
学
研
究
室

で
学
ん
だ
田
原
さ
ん
は
、
卒
業
後
、
民
間
企
業

で
養
液
栽
培
の
専
門
知
識
も
活
用
し
な
が
ら
、

温
室
で
使
用
す
る
栽
培
装
置
の
設
計
や
、
温
室

用
カ
ー
テ
ン
の
輸
入
な
ど
の
業
務
を
担
当
し
て

い
た
。
福
島
県
金
山
町
出
身
の
奥
様
と
結
婚
し

て
か
ら
は
、
金
山
町
に
帰
省
し
、
山
菜
採
り
や

農
業
の
手
伝
い
を
す
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

金
山
町
の
あ
る
奥
会
津
は
、
福
島
県
会
津
地

方
の
西
半
分
を
な
す
山
間
地
で
、
国
内
で
も
有

数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
。
超
高
齢
化
と
過
疎
化

が
進
み
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
、
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
よ
る
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
い
っ
て
目
立
っ
た
産

業
が
な
く
、
仕
事
を
求
め
る
若
者
世
代
の
人
口

流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
の
中
、
東

日
本
大
震
災
が
起
き
た
。

震
災
に
よ
る
直
接
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の

地域の中小企業等が行う、地域の振興
につながる新技術・地域資源開発など
の取り組みに対して、ふるさと財団が専
門家をアドバイザーとして派遣します。

新技術・地域資源開発
人材活用支援事業

アスパラガスの伏せ込み栽培で
地域活性化に貢献!
福島県金山町と需要地を結ぶアスパラガス伏せ込みチェーン栽培の構築

地域発展に貢献しながら
消費者の満足も同時に叶える
アスパラガス・ビジネス

食品サンプルとして栽培中のホワイトアスパラ

株式会社根っこや
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の
、
原
発
事
故
の
影
響
で
風
評
被
害
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
過
疎
化
に
悩
む
金
山
町
を
直

撃
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
第
二
の
故
郷
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
」と
危
機
感
を
覚
え
た
田
原
さ
ん
は
、

金
山
町
の
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
、
な
に
か
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
な
い

か
と
、
恩
師
で
あ
り
、
野
菜
の
養
液
栽
培
、
植

物
工
場
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
千
葉
大
学
の

丸
尾
教
授
を
た
ず
ね
た
。
そ
こ
で
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
伏
せ
込
み
栽
培
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア
イ
デ
ア
を
教

え
て
も
ら
い
、
挑
戦
を
決
め
た
。

根
株
の
販
売
か
ら

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
・
販
売
へ

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
伏
せ
込
み
栽
培
は
、
通
常

は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
露
地
圃
場
で
根
株
を
養

成
し
、
冬
季
に
ハ
ウ
ス
内
に
伏
せ
込
ん
で
２
～

３
ヶ
月
収
穫
を
行
い
、
栽
培
を
終
了
す
る
短
期

栽
培
法
。
本
来
、
根
株
の
養
成
と
栽
培
は
同
じ

場
所
で
行
う
が
、
田
原
さ
ん
は
養
成
を
福
島
県

金
山
町
で
行
い
、
栽
培
を
大
消
費
地
に
近
い
神

奈
川
県
湘
南
地
方
で
行
お
う
と
考
え
た
。
こ
の

方
法
な
ら
、
金
山
町
の
産
業
活
性
化
に
貢
献
し

な
が
ら
、
消
費
者
に
は
鮮
度
の
高
い
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

掘
り
起
こ
し
た
根
株
を
マ
イ
ナ
ス
2
℃
の
貯
蔵

庫
で
休
眠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
せ
、
伏
せ
込
み
の

時
期
を
ず
ら
す
こ
と
で
、
一
年
中
新
鮮
な
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
が
栽
培
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

当
初
、
田
原
さ
ん
の
目
標
は
、
金
山
町
で
育

て
た
根
株
を
、
首
都
圏
の
農
家
に
販
売
す
る
こ

と
だ
っ
た
。
だ
が
、
１
年
目
は
、
根
株
の
生
育

に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
安
定
し
た
商
品
と
し
て

売
り
出
す
の
は
難
し
か
っ
た
。
し
か
も
、
根
株

を
売
る
と
、そ
れ
で
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、

福
島
で
ど
れ
だ
け
情
熱
を
か
け
、
ど
ん
な
思
い

で
育
て
て
き
た
根
株
か
と
い
う
部
分
は
表
現
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
始
め
た
田
原
さ

ん
。
福
島
で
育
て
た
根
株
を
使
っ
て
、
自
分
で

ア
ス
パ
ラ
を
育
て
て
販
売
し
て
い
こ
う
と
考
え

が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

『
旬
産
旬
消
』
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で

差
別
化
を
め
ざ
す

し
か
し
、
販
路
の
開
拓
や
資
金
面
な
ど
、
一

人
で
は
限
界
を
感
じ
る
部
分
も
多
々
あ
っ
た
。

そ
ん
な
と
き
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
も
指
導

い
た
だ
い
て
い
た
丸
尾
教
授
か
ら
、
ふ
る
さ
と

財
団
を
紹
介
さ
れ
、
早
速
財
団
を
訪
ね
た
。
そ

こ
で
財
団
か
ら
、
新
規
事
業
の
ア
イ
デ
ア
創
出

か
ら
実
行
支
援
、
販
路
構
築
ま
で
、
一
貫
し
た

事
業
推
進
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
得
意
と
し
て

い
る
須
貝
利
喜
夫
氏
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
ず
は
『
地

産
地
消
』
で
は
な
く
、『
旬
産
旬
消
』
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
旬
は
、
季
節
で
は
な
く
採

り
た
て
だ
。
だ
か
ら
、
自
信
を
持
っ
て
採
り
た

て
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
『
旬
産
旬
消
』
と
言
っ

て
売
っ
て
い
い
、
と
須
貝
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
方
向
性
を
見
い
だ
し
ま
し
た
」

さ
ら
に
、
採
り
た
て
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
ど
こ
に
も
負
け
な
い
高
い
品
質
を
、
と

助
言
を
も
ら
っ
た
の
も
、『
根
っ
こ
や
』
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
に
弾
み
を
つ
け
た
。「
太
さ
は
不

揃
い
で
も
、
採
り
た
て
の
美
味
し
い
も
の
な
ら

認
め
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
た
私
の
、
認
識

を
改
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
競
争

力
を
つ
け
る
た
め
に
は
、ほ
か
に
は
な
い
、ぶ
っ

ち
ぎ
り
の
品
質
を
身
に
つ
け
な
い
と
い
け
な

い
、
と
言
わ
れ
、
目
が
覚
め
た
思
い
で
し
た
」

太
く
て
甘
く
て
美
味
し
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に

徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
抜
く
こ
と
で
、『
根
っ
こ

や
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
』
に
付
加
価
値
が
つ
く
よ

う
に
な
る
。
だ
か
ら
、
去
年
の
根
株
は
堀
あ
げ

を
見
合
わ
せ
、
１
年
間
余
計
に
寝
か
せ
る
こ
と

に
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
は
見
事
に
根
の
太

い
ア
ス
パ
ラ
の
根
株
育
成
に
成
功
し
た
。

株式会社根っこや
所在地：�福島県大沼郡金山町大字本名 

字下屋敷294
代表者名：田原哲
主要業務：福島県金山町で栽培したアスパ
ラガスの根株を貯蔵庫で休眠コントロー
ルし、大消費地向けに周年供給すると同時
に、需要地でのブランド構築・販路開拓を
めざす。

アスパラガスの根株の糖度は9 度。高糖度トマト並みの甘さだ

栽培床に活用を考えている空きハウス



17

根
株
を
堆
肥
と
し
て

再
利
用
も
考
え
て
い
き
た
い

ま
た
、
須
貝
氏
か
ら
は
、
食
材
供
給
の
サ
イ

ト
に
登
録
し
て
、
少
し
ず
つ
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
食
材
サ
ン
プ
ル
と
し
て
提

供
す
る
方
法
も
教
わ
っ
た
と
い
う
。「
お
か
げ

さ
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
少
し
ず
つ
食
材

サ
ン
プ
ル
を
提
供
す
る
場
も
増
え
て
き
た
の

で
、
こ
の
調
子
で
サ
ン
プ
ル
用
の
栽
培
も
す
す

め
て
い
き
た
い
」

植
え
つ
け
て
収
穫
の
終
わ
っ
た
根
株
は
、
今

は
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
今

後
は
収
穫
後
の
根
株
の
活
用
も
考
え
て
い
き
た

い
、
と
田
原
さ
ん
。
現
状
で
は
、
根
株
を
伏
せ

込
む
培
地
に
お
が
く
ず
や
お
が
粉
を
使
い
、
培

養
液
を
与
え
て
栽
培
し
て
い
る
が
、
ゆ
く
ゆ
く

は
収
穫
の
終
わ
っ
た
根
株
ご
と
堆
肥
化
し
、
次

の
培
地
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
抱
負

を
語
る
。

農
家
と
食
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ

『
根
っ
こ
』
で
あ
り
た
い

今
、
田
原
さ
ん
が
貯
蔵
し
て
い
る
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
根
株
は
、
約
六
千
株
。
１
株
あ
た
り

2
0
0
〜
3
0
0
グ
ラ
ム
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

が
収
穫
で
き
る
と
仮
定
す
る
と
、
年
間
で
約
２

ト
ン
の
収
穫
が
見
込
め
る
計
算
だ
。「
今
年
は

こ
の
2
ト
ン
で
認
知
度
を
高
め
、
市
場
を
拡
大

し
て
、
来
年
の
植
え
つ
け
数
を
増
や
し
、
さ
ら

に
需
要
を
拡
大
し
て
い
け
た
ら
」
と
意
欲
を
燃

や
す
。
金
山
町
に
は
、
約
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

休
耕
地
が
あ
る
の
で
、
将
来
的
に
は
そ
こ
を
す

べ
て
根
株
養
成
所
と
し
て
活
用
し
、
食
材
サ
ン

プ
ル
用
の
コ
ン
テ
ナ
植
え
こ
み
や
、
使
用
済
み

根
株
の
堆
肥
作
成
な
ど
の
雇
用
も
生
み
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『
根
っ
こ
や
』
と
い
う
社
名
に
は
、『
人
の
根
っ

消
費
者
に
「
本
物
」
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

美
味
し
さ
を
届
け
た
い

新技術・地域資源開発
人材活用支援事業
（旧・新分野進出等アドバイザー派遣事業）
のご案内
ふるさと財団では、地域の中小企
業等の伝統産業や地域資源を活用
した事業の取組について、地方公
共団体が専門家派遣を要請する場
合に、専門家（アドバイザー）を派
遣します。

お問い合わせは
〈ふるさと財団〉開発振興部開発振興課
（TEL 03-3263-5758）まで。詳しくは 
ふるさと財団ホームページをご覧ください。

昭和 55 年 法政大学社会学部卒業後、電機メーカー、専門紙記者を
経て、平成元年 矢野経済研究所ヤノ・レポート編集部研究員、その
後生活産業調査部部長、営業企画部長を経て、平成10 年より事業創造コンサルティング
部長（主席研究員）に就任、現在に至る。中小企業の経営改善、業務改善から大手企業にお
ける新規事業の企画立案サポート業務を多数支援する。新規事業のアイデア創出から、実
行支援、販路構築まで一貫した事業推進コンサルティングを得意としている。
公共事業では、自治体の産業ビジョン策定、企業誘致業務の支援、インキュベーションマー
ケティング支援などを継続して担当している。平成17年から栃木県事業評価委員会委員を
務めている。

須貝 利喜夫 氏
（すがい　りきお）

アドバイザー
紹介 （株）矢野経済研究所　

事業創造コンサルティング部長

こ
に
な
る
食
に
関
わ
り
た
い
』

と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い

る
。
消
費
者
と
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
農
業
を
通
し
て
、
お
互

い
を
結
ぶ
根
っ
こ
と
な
れ
る
よ

う
、
今
後
も
精
力
的
に
活
動
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
田
原

さ
ん
。
10
年
後
に
は
、『
根
っ
こ

や
』
ブ
ラ
ン
ド
が
日
本
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
頂
点
に
立
つ
日
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
。

「一年中いつでも、旬のアスパラガスを日本全国に提供していくのが夢」
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新・地域再生マネージャー事業紹介

事
業
全
体
概
要

横
須
賀
市
西
部
の
長
井
地
区
は
相
模
湾
に
面
す
る
横
須
賀

最
大
の
漁
港
を
持
ち
、
ダ
イ
コ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
を
中
心
と
す

る
農
業
な
ど
第
１
次
産
業
が
盛
ん
な
、
人
口
９
千
人
ほ
ど
の

ま
ち（
農
漁
村
）で
あ
る
。

【
事
業
の
背
景
】

長
井
地
区
は
横
須
賀
市
の
中
央
部
の
山
や
丘
陵
を
挟
ん
で

三
浦
半
島
の
反
対
側
に
位
置
し
、
市
の
中
心
か
ら
の
距
離
を

感
じ
て
い
る
。
地
区
全
体
の
活
力
の
低
下
、
農
や
漁
業
の
競

争
力
の
低
下
、
観
光
・
集
客
資
源
を
十
分
に
活
か
し
き
れ
て

い
な
い
等
の
課
題
を
有
し
て
い
る
。

【
事
業
概
要
】

平
成
24
年
７
月
に「
長
井
地
区
体
験
た
び
推
進
協
議
会
」

が
発
足
し
、
大
手
旅
行
会
社
や
専
門
家
を
招
待
。
教
育
旅
行

の
市
場
に
お
い
て
、
中
部
や
西
日
本
地
域
の
学
校
で
は
、
首

都
圏
方
面
へ
大
き
な
ニ
ー
ズ
が
存
在
し
、
民
泊
や
魅
力
的
な

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
で
き
れ
ば
、
誘
致
・
交
流
の
可
能

性
が
見
込
ま
れ
る
と
の
話
を
伺
い
、
民
泊
の
整
備
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。

地
域
全
体
の
活
性
化
と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
次
の
目
的
を
掲
げ
た
。

①「
観
光
・
交
流
」
を
軸
と
し
た
新
た
な
交
流
基
盤
・
事
業

の
開
発
と
推
進
。

②「
交
流
ま
ち
づ
く
り
」を
担
う
人
材
の
教
育
と
育
成
。

③
農
業
と
漁
業
の
６
次
産
業
化
で
経
済
効
果
と
新
・
地
域
資

源
を
生
み
出
す
。

④
様
々
な
主
体
が
連
携
し
つ
つ
、
主
体
的
に
取
り
組
む
手
法

を
構
築
し
推
進
す
る
。

⑤
新
し
い
発
想
や
実
験
的
手
法
に
取
り
組
み
、
地
域
づ
く
り

の
モ
デ
ル
を
目
指
す
。

取
組
み
内
容

【
中
間
活
動
報
告
】

①
協
議
会
組
織
体
制
づ
く
り

◦
長
井
地
区
体
験
た
び
推
進
協
議
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
深
ま
り
、
各
々
が
責
任
を
持
ち
能
動
的
に
動

け
る
よ
う
に
指
導
。

②
民
泊
受
入
体
制
づ
く
り

◦
民
泊
受
入
先
説
明
会
を
数
十
回
程
度
実
施
。
９
月
に
先

進
地
視
察
を
実
施
。（
30
軒
ほ
ど
決
定
）

③
お
土
産
開
発
支
援

◦
土
産
物
発
掘
お
よ
び
地
域
小
中
学
生
を
巻
き
込
み
開
発

中
。

④
簡
易
宿
所
の
登
録
条
例
緩
和

◦
神
奈
川
県
庁
へ
規
制
緩
和
を
要
望
。

⑤
体
験
開
発
・
体
制
づ
く
り

◦
漁
業
体
験
な
ど
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
で
十

分
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
魅
力
が
あ
る
。

体
験
受
入
れ
の
登
録
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
講
習
会
実
施
、
安
全
対
策
講
習
会
な

ど
を
実
施
。

◦
農
業
体
験
の
受
入
は
、
近
隣
の
小
中
学
生

な
ど
の
受
入
を
普
段
か
ら
し
て
お
り
、
比

較
的
受
入
れ
ま
で
の
障
壁
は
低
い
。

【
民
泊
モ
ニ
タ
ー
の
実
施
】

市
内
外
の
小
学
生
、
高
校
生
40
名
が
14
軒
の
民
家
で
生
活

体
験
を
行
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
も
入
り
、
各
家
庭
で
生

徒
が
魚
を
捌
い
た
り
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て
交
流
を
図
っ

た
。
わ
ず
か
１
泊
２
日
の
日
程
で
あ
っ
た
が
翌
日
の
離
村
式

で
は
涙
を
流
す
姿
も
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
漁
業
体
験
で
は
海
鮮
丼
の
朝
食
、
漁
師
と
釣
り
体

験
、
漁
協
職
員
と
婦
人
会
で
魚
の
捌
き
体
験
を
実
施
。
住
民

が
日
が
経
つ
に
つ
れ
自
信
を
持
ち
始
め
て
い
る
。

【
修
学
旅
行
の
誘
致
】

平
成
26
年
５
月
に
神
戸
の
中
学
校
63
名
、
福
岡
の
高
校

80
名
、
平
成
27
年
に
京
都
の
中
学
校
91
名
、
仮
予
約
で
合
計

３
８
３
名
を
誘
致
し
て
い
る
。

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
活
躍

民
泊
整
備
に
実
績
が
あ
り
、
教
育
旅
行
に
通
じ
た
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
よ
り
、
教
育
指
導
要
領
を
理
解
し
て
の
受
入
整
備

や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
住
民
、
地
域
団
体
、
行
政
と
と

も
に
推
進
す
る
意
義
は
大
き
い
。
ま
た
、
大
手
旅
行
会
社
の

協
力
で
販
路
を
築
き
つ
つ
、
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
る
。

横
須
賀
・
長
井
地
区

交
流
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

民泊センター（農業体験）

民泊センター（離村式）
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事
業
全
体
概
要

涌
谷
町
は
宮
城
県
北
部
に
あ
っ
て
、
奥
羽
山
脈
と
北
上
山

地
南
端
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。

日
本
初
の
産
金
地
と
し
て
、
７
４
９
年
、
陸
奥
守
百
済
王

敬
福
が
、
東
大
寺
大
仏
建
立
の
際
に
金
を
献
上
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
涌
谷
町
は
、

町
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
健
康
と
福
祉
の

た
め
の
施
設
が
充
実
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
町
民
医
療
や
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た「
地
域
包
括
医
療
」
等
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
ア
ジ
ア
西
太
平
洋
地
域
健
康
都
市
連
合
に
推
挙
さ
れ
、

平
成
24
年
７
月
に
加
盟
し
て
い
る
。

【
事
業
の
背
景
】

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
涌
谷
町
は
死

亡
・
行
方
不
明
者
11
名
、
被
害
額
総
額
は
55
・
８
億
円
に
の

ぼ
っ
た
。

平
成
24
年
度
に
、「
復
興
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

‐
生
薬
を
活
か
し
た
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
を
策
定
し
、
生
薬

の
多
面
的
活
用
を
通
じ
た
包
括
的
な
健
康
ま
ち
づ
く
り
に
着

手
し
た
。
着
手
当
時
か
ら
、
ふ
る
さ
と
財
団
の
支
援
で
２
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

【
事
業
概
要
】

事
業
目
的
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
家
庭
レ
ベ
ル
で
の
生
薬
活
用（
病
院
に
頼
ら
な
い
健
康
管

理
と
医
療
費
削
減
）。

②
耕
作
放
棄
地
な
ど
活
用
し
た
生
薬
栽
培
に
よ
る
景
観
整

備
。

③
生
薬
特
産
品
の
開
発（
生
薬
の
地
産
地
消
と
６
次
産
業
化

に
よ
る
町
内
商
店
・
飲
食
店
の
活
性
化
）。

④
生
薬
の
販
売
と
所
得
向
上（
共
同
集
荷
）。

取
組
み
内
容

【
中
間
活
動
状
況
】

平
成
25
年
８
月
31
日
の
時
点
で
、
圃
場
５
ヶ
所（
約

１
３
０
０
㎡
）お
よ
び
ハ
ウ
ス
１
ヶ
所
に
て
22
の
生
薬
を
栽

培
中
。
栽
培
や
維
持
管
理
の
作
業
に
約
20
名
の
会
員
が
参
加

し
て
い
る
。

ま
た
、
実
施
体
制
強
化
と
し
て
、
昨
年
か
ら
複
数
回
に
わ

た
る
住
民
主
導
組
織
の
準
備
会
合
を
踏
ま
え
、
４
月
30
日
に

住
民
組
織
の「
涌
谷
町
生
薬
ま
ち
づ
く
り
の
会
」
と
し
て
正

式
発
足
し
た
。
会
員
は
34
名（
う
ち
法
人
会
員
３
）
に
増
加

し
た
。

①［
栽
培
］

◦
生
薬
の
栽
培
・
収
穫
・
調
製
の
指
導

◦
自
生
生
薬
の
採
取
・
調
製
の
指
導

◦
換
金
性
の
高
い
作
物
等
の
助
言

②［
加
工
］

◦
住
民
対
象
の
薬
膳
講
習

◦
食
事
・
飲
料
・
菓
子
等

◦
今
冬
よ
り
町
内
産
生
薬
を
利
用

③［
啓
発
］

◦
県
内
の
薬
用
植
物
園
の
視
察

◦
生
薬
に
よ
る
産
業
振
興
の
事
例
視
察

◦
薬
用
植
物
の
安
全
性
に
関
す
る
講
習

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
活
躍

涌
谷
町
担
当
所
管
と
の
連
携
で
必
要
な
専
門
家
を
多
数
招

聘
。
生
薬
の
講
座
等
を
通
し
て
住
民
に
機
運
醸
成
を
図
り
、
前

述
の
住
民
主
体
組
織
を
作
り
上
げ
た
。

生
産
・
加
工
・
販
売
を
念
頭
に
、
消
費
価
値
の
高
い
生
薬

を
選
定
す
る
。
関
係
企
業
や
専
門
家
と
の
協
議
を
も
と
に
、

候
補
を
検
討
。

生
薬
の
卸
問
屋
を
招
聘
し
た
意
義
は
大
き
く
、
生
産
農
家

と
生
薬
企
業
だ
け
の
関
係
で
は
、
地
域
と
し
て
の
ま
ち
づ
く

り
と
は
か
け
離
れ
る
た
め
、
複
数
企
業
か
ら
需
要
が
あ
る
生

薬
の
品
種
の
生
産
な
ど
に
関
し
て
の
助
言
は
大
い
に
役
立
っ

て
い
る
。

た
だ
し
、
少
量
多
品
種
の
原
則
は
崩
さ
ず
、こ
れ
ま
で
実
験

栽
培
で
取
り
組
ん
で
き
た
多
数
の
生
薬
に
つ
い
て
、そ
の
栽
培

技
術
を
維
持
す
る
よ
う
努
め
、
薬
膳
料
理
へ
の
加
工
等
、
域
内

消
費
を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

平
成
26
年
度
に
予
定
す
る
自
生
生
薬
・
栽
培
生
薬
の
販
売

や
、
本
格
的
な
生
薬
特
産
品（
薬
膳
や
飲
料
）
の
開
発
・
販

売
に
備
え
て
、「
涌
谷
町
生
薬
ま
ち
づ
く
り
の
会
」の
組
織
形

態
の
発
展
・
変
更
を
行
う
。
分
野
別
の
各
種
部
会
や
生
産
組

合
な
ど
の
法
人
を
設
立
す
る
方
向
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
会
と

協
議
・
検
討
を
し
て
い
る
。

生
薬
を
活
か
し
た

健
康
ま
ち
づ
く
り

黄金神社におけるコガネバナの播種

薬膳料理講習
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１　
奈
良
県
斑
鳩
町

斑
鳩
町
は
、奈
良
県
北
西
部
に
位
置
し
、世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
法
隆
寺
を
は
じ
め
と
し
た
数
多
く
の
歴

史
・
文
化
遺
産
を
有
す
る
町
で
、
毎
年
全
国
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
大
型
バ
ス
に
よ
る
法
隆
寺
観
光
に
特
化

し
、
ま
た
担
い
手
の
高
齢
化
が
進
み
、
空
店
舗
や
空
家
が
増

加
す
る
な
ど
、
か
つ
て
の
門
前
町
と
し
て
の
機
能
を
失
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
法
隆
寺
以
外
は
素
通
り
し
て
き
た

観
光
客
を
ま
ち
な
か
に
呼
び
込
み
、
新
た
な
経
済
効
果
を
生

み
出
す
と
と
も
に
、
修
景
等
ま
ち
の
環
境
そ
の
も
の
の
改
善

に
よ
り
、
住
ん
で
い
る
人
・
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
魅
力
の
高

い
ま
ち
に
再
生
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ま
ち
な
か
再

生
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
概
要

斑
鳩
町
で
は
、
電
線
地
中
化
や
一
般
の
建
物
の
修
景
な
ど

の
ハ
ー
ド
面
で
の
方
向
性
を
整
理
す
る
他
、
ま
ち
な
か
で
の

観
光
客
の
回
遊
を
促
す
拠
点
づ
く
り
、
活
性
化
に
向
け
た
ソ

フ
ト
プ
ラ
ン
づ
く
り
、
情
報
発
信
手
法
の
提
案
や
そ
れ
ら
の

担
い
手
た
る
地
元
事
業
推
進
組
織
の
立
ち
上
げ
等
の
ソ
フ
ト

面
で
の
取
り
組
み
内
容
を
整
理
し
、
ま
ち
あ
る
き
観
光
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◦
ま
ち
な
か
再
生
対
象
区
域
：
斑
鳩
町
法
隆
寺
周
辺
区
域

◦
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：

株
式
会
社
Ｃ
Ｏ
Ｍ
計
画
研
究
所
代
表　
高
田　
昇 

氏

現
地
会
議
の
開
催

斑
鳩
町
で
は
、
９
月
26
日
、
中
宮
寺
鳩
和
殿
に
て
現
地
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

現
地
会
議
で
は
、
法
隆
寺
に
来
る
観
光
客
を
ど
の
よ
う
に

ま
ち
に
引
き
留
め
る
か
、
そ
の
た
め
の
景
観
を
ど
の
よ
う
に

修
復
し
て
い
く
か
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
体
制
を
ど
の
よ
う
に

持
続
さ
せ
る
か
な
ど
の

重
要
な
論
点
が
浮
き
上

が
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
単
な

る
ハ
ー
ド
整
備
で
は
な

く
、「
生
活
の
景
色
」が

人
を
惹
き
つ
け
る
の
で

あ
り
、
法
隆
寺
を
支
え

て
い
る
と
い
う
住
民
の

「
意
識
」
と「
景
色
」
が

一
体
と
な
っ
た
景
観
づ

く
り
を
、
皆
で
議
論
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

こ
と
。
ま
ち
づ
く
り
推

進
体
制
を
10
年
、
20
年

と
維
持
し
て
い
く
た
め

に
も
、
ベ
ー
ス
に
な
る
資
金
を
確
保
す
る
仕
組
み
を
し
っ
か

り
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

２　
高
知
県
本
山
町

本
山
町
は
、四
国
山
脈
の
中
央
部
に
位
置
す
る
、過
疎
高
齢

化
が
進
む
中
山
間
地
域
で
す
。
豊
か
な
自
然
は
、
棚
田
や
汗

見
川
渓
谷
な
ど
、
四
季
折
々
の
美
し
い
情
景
で
訪
れ
る
人
を

楽
し
ま
せ
る
と
と
も
に
、
お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た「
土
佐
天
空
の
郷
」
な
ど
、
数
多
く
の
特

産
品
を
産
み
出
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
市
街
地
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
と
と
も
に
賑
わ
い

が
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
、

こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
粘
り
強
く
営
業
を
続
け
る
商
店
も
少
な

か
ら
ず
あ
り
、
そ
う
し
た
店
主
や
商
品
、
歴
史
等
を“
資
源
”

と
捉
え
、
大
学
生
等
が
外
部
の
視
点
か
ら
焦
点
を
当
て
、
商

店
街
の
魅
力
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
地
元
住
民
と
一
緒

に
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ま
ち
な
か

再
生
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
概
要

本
山
町
で
は
、
慶
應
大
学
と
地
元
の
高
知
短
期
大
学
と
の

連
携
に
よ
り
、
ま
ち
な
か
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
生
た
ち
を
中
心
に
、
地
元
の
方
々
と
一
緒
に
ま
ち
な
か
再

「まちなか再生支援事業」の紹介

ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
市
町
村
の
ま
ち
な
か
再
生
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
性
を
持
っ
た

外
部
の
人
材
（
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
と
と
も
に
実
施
す
る
ま
ち
な
か
再
生
事
業

に
対
し
て
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
補
助
交
付
決
定
し
た
市
町
村
に
お

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
で
組
織
す
る
「
ま
ち
な
か
再
生
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ボ
ー
ド
」
の
委
員
に
、
実
際
に
現
地
を
視
察
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
現
地
関
係
者
を
交

え
な
が
ら
多
様
な
観
点
か
ら
意
見
交
換
を
す
る
、
現
地
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
今
年
度
こ
の
補
助
事
業
を
採
択
し
た
７
市
町
村
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
現
地
会
議

を
行
っ
た
奈
良
県
斑
鳩
町
、
高
知
県
本
山
町
、
千
葉
県
館
山
市
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
概
要
と

現
地
会
議
を
含
め
た
ま
ち
な
か
再
生
の
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

現地会議での意見交換の様子
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生
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
実
証
を
経

て
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
げ
、
継
続
的
な
取
り
組

み
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◦
ま
ち
な
か
再
生
対
象
区
域
： 

本
山
町
中
心
市
街
地
と
連
携

す
る
公
園
区
域

◦
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：

慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部 

准
教
授　
飯
盛　
義
徳 

氏

連
携
大
学
は
、
高
知
短
期
大
学
の
梅
村　

仁
教
授
で
す
。

現
地
委
員
会
の
開
催

本
山
町
で
は
、
地
元
の
方
々
と
学
生
と
の
協
働
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、
歴
史
・
生
活
、
文
化
・
人
と
い
っ
た
本

山
町
の
資
源
に
焦
点
を
当
て
、
ま
ち
な
か
再
生
方
策
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
10
月
31
日
に
行
っ
た
現
地
会
議
で
は
、
委

員
か
ら
、
個
別
事
業
だ
け
で
は
な
く
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
描
く
こ
と
、
自

分
た
ち
の
目
指
す
ゴ
ー

ル
を
明
確
に
す
る
こ

と
、
焦
点
を
当
て
た
資

源
の
具
体
的
な
特
徴
や

魅
力
を
も
っ
と
掘
り
起

こ
し
、
差
別
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま

ち
づ
く
り
に
最
も
縁
遠

い
人
を
巻
き
込
ん
で
い

く
こ
と
な
ど
が
大
切
で

あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

本
山
町
で
は
、
地
元

の
方
々
と
学
生
と
で
ア

イ
デ
ア
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
ア
イ
デ
ア
の
実
証
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

３　
千
葉
県
館
山
市

館
山
市
の
事
業
の
対
象
地
区
で
あ
る“
長
須
賀
”は
、
港
と

街
道
を
結
ぶ
物
流
拠
点
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
近
年
、

鉄
道
や
車
な
ど
へ
の
移
行
、
人
口
減
少
及
び
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
久
し
く
ま
ち
な
か
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
い
ま
し

た
。
大
正
期
の
商
家
が
複
数
残
る
こ
の
長
須
賀
地
区
に
は
、

地
域
社
会
の
構
造
の
変
化
に
適
応
し
た
新
し
い
役
割
が
あ
る

は
ず
で
す
が
、
今
何
も
し
な
け
れ
ば
、
た
だ
建
物
が
取
り
壊

さ
れ
て
新
し
い
分
譲
住
宅
に
替
わ
り
、
以
前
の
面
影
す
ら
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
危
機
感

を
抱
き
、
こ
の
地
区
を
対
象
と
し
て
ま
ち
な
か
再
生
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
概
要

館
山
市
で
は
、
千
葉
大
学
の
教
員
が
実
際
に
こ
の
長
須
賀

地
区
に
半
居
住
し
、
そ
の
リ
ー
ド
の
も
と
で
、
千
葉
大
学
の

学
生
た
ち
が
、
地
区
の
ま
ち
な
か
再
生
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
今
な
お
残
る
古
い
商
家
を
実
際
に

自
分
た
ち
の
手
で
補
修
・
改
修
、
活
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の

実
践
を
通
じ
て
ま
ち
な
か
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
が
、
地
域

の
方
々
の
地
域
の
再
認
識
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
活
動
を
通
じ
て
、
ま
ち
の
持
つ
普
遍
的
な
姿
を
あ
ぶ
り

出
し
、
ま
ち
な
か
再
生
維
持
方
策
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

11
月
３
日
に
は
、「
長
須
賀
半
日
道
楽
」と
し
て
千
葉
大
学

の
学
生
に
よ
る
実
践
活
動
が
行
わ
れ
、
新
た
な
人
の
動
き
、

地
元
主
体
の
新
た
な
活
動
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

◦
ま
ち
な
か
再
生
対
象
区
域
：
長
須
賀
地
区

◦
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科  

教
授　
岡
部　
明
子 

氏

現
地
会
議
の
開
催

12
月
16
日
に
開
催
し
た
現
地
会
議
で
は
、
委
員
か
ら
、「
道

楽
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
傍
観
的
に
ま
ち
の
再
生
に

関
わ
っ
て
助
言
を
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
が
主
体
と

な
っ
て
ま
ち
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る「
道
」
自
体
を
楽
し

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
は
義
務
感
で
は
な

く
、
道
楽
の
考
え
方
で
や
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
い
っ
た
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
の
繁
栄
と
は
、
た
く
さ
ん
の

人
が
来
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
自
身
が
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

し
た
。

館
山
市
で
は
、
現
地
会
議
で
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
ま
ち
な
か
再
生
維
持
方
策
に
つ
い
て
引
き
続
き
整
理
を

し
て
い
ま
す
。

長須賀半日道楽の様子

普段の長須賀地区

委員とプロデューサー等による
パネルディスカッションの様子

委員を交えたグループごとのワークショップ
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平
成
26
年
度 

事
業
に
つ
い
て

1

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）
～推薦事業者を募集します～

1 趣旨
地域の振興、活性化に資する事業活動を実施している民間事業者を顕彰し、その活動を全国に

広く周知することにより、活力と魅力ある地域づくりの一層の推進に寄与することを目的とします。

2 表彰対象
過去にふるさと融資を活用した民間事業者等(以下「事業者」という。)であって、当該事業者に

よるふるさと融資を活用した事業が、営業開始後３年以上継続し、現在も経営状況に懸念がなく、
かつ地域における経済効果、雇用及びイメージアップ等の点で魅力ある地域づくりに特に貢献して
いると認められること。

例として、
・地域の活性化につながる新しい試みに意欲的に取組んでいる事業
・当該事業において営業開始以降新規雇用が定期的にあり、地域における雇用拡大に貢献している事業
・地方公共団体において構想するまちづくり基本計画等の推進にあたり、積極的な役割を果たし、地域
にとって中心的位置付けである事業
・当該事業の営業活動により、地域での生産、消費の拡大が図られ、地域に大きな経済効果をもたらし
ている事業
・東日本大震災の被災地域において、復興に向けて特に中心的な役割を果たし、地域経済の再生および
雇用の維持・拡大に特に貢献している事業（特別賞）

3 表彰方法
表彰は、表彰状を授与して行います。
・総務大臣賞（10事例以内）

4 対象事業者の推薦方法
各都道府県、政令指定都市及び市町村(政令指定都市を除く。)は、それぞれ一事業者を推薦

してください。なお、同一都道府県において、都道府県及び市町村が推薦する事業者が複数ある
場合には、都道府県は優先順位を付して推薦してください。

5 審査方法
道府県、政令指定都市及び市町村から推薦を受けた事業者のうちから、学識経験者及び関係

行政機関の職員等から構成される「ふるさと企業大賞審査委員会」の審査及び選考を経て、10以
内の民間事業者を選定し、総務省と協議のうえ、地域総合整備財団理事長が決定します。

6 スケジュール
・募集締切／平成26年3月10日　　
・審査委員会／７月下旬
・表彰者決定／９月中旬　　・表彰式／10月下旬　

融資部 企画調整課
TEL 03-3263-5586　 FAX 03-3263-5732

問 合 せ 先
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平
成
26
年
度 

事
業
に
つ
い
て

2

新技術・地域資源開発補助事業
～地域産業の育成・発展を支援します～

1 目的
企業等の新技術・地域資源を活用した新商品開発等に対し市町村が支援を行う場合に、ふるさ

と財団が当該市町村に対し補助金を交付することで、地域における投資や雇用の創出を図ることを
目的としています。

2 補助の対象
（1） 新技術開発補助

企業等が新たな技術を用いて、新規性のある商品等の開発を行う研究開発経費等につい
て、補助金を交付します。

（2） 地域資源開発補助
企業等が地域資源を活用して、地域特産品となる商品開発を行う研究開発経費等につい

て、補助金を交付します。

3 助成(補助)内容、公募概要
補助対象者 市町村（特別区も含みます。）

※企業等に対する補助金は市町村から交付します。

補　助　額 新技術開発補助　　1,000万円 以内
地域資源開発補助　　300万円 以内

補　助　率
補助対象経費の２／３以内

（地域力創造推進地域、過疎地域、みなし過疎地域、離島地域、特別豪雪地域
においては10 ／ 10以内）

補助対象経費
補助対象事業に必要な謝金、旅費、原材料費、機械装置費、工具器具費、委託費、技術指導費、
産業財産権導入費、会議事務費、人件費
※具体的な経費の内容については、財団に問い合わせて下さい。

補助対象期間 平成26年４月１日　～　平成27年２月20日

対象事業数 全体で10件程度

公 募 期 間 申請締切　平成26年3月20日（財団必着）
※公募は１回のみの予定です。

留 意 事 項

(1) 市区町村は､ 都道府県を経由して､ 財団に申請して下さい。
(2) 企業等の財務状況が悪化している場合は対象とならない場合があります。なお、新技術開発補

助事業について企業等が債務超過となっている場合は対象となりません。
(3) 新技術開発補助事業については、公的な試験研究機関や大学等の協力を得ながら事業を推

進することが望ましいです。
(4) 補助事業の成果については、他の地域でも参考になるよう地域振興策の実例として、当財団ウ

ェブサイト等を通じて公表します。また、市町村及び補助を受ける企業等においても採択された
補助事業について広報する必要があります。

(5) 国庫補助を受けているものは対象となりません。
(6) 事業の主要な部分を委託するものは対象となりません。
(7) 申請書の返却は採否に関わらず行いません。

総務部 地域産業支援室
TEL 03-3263-5731　 FAX 03-3263-3683

E-mail  furusato@furusato-zaidan.or.jp    URL  http://www.furusato-zaidan.or.jp/
問 合 せ 先
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新・地域再生マネージャー事業
～地域振興につながる地域再生の取組みを支援します～

1 事業の趣旨
地域再生には、地域住民の意識を醸成し、地域住民が主体となった持続可能な仕組み及び体

制を地域に構築すること、ビジネスを拡大することで地域が自立的に行動し、雇用に結び付ける仕
組みを構築することが必要と考えています。
『新・地域再生マネージャー事業』（以下「本事業」という。）では、市町村（特別区を含む。以

下同じ。）が地域再生に取り組もうとする際の課題への対応について、その課題に対応できる知識
やノウハウ等を有する地域再生マネージャー等の外部の専門的人材（以下「外部人材」という。）を
活用できるよう必要な経費の一部を支援するものです。

2 公募概要

（1） 新・地域再生マネージャー事業（助成金）
課題が明確になっており、その課題解決に市町村が戦略・ビジョン等の策定を行っている

段階において、実施体制整備・基盤整備を進めることで持続可能性を高め、商品化・開発
力整備を進めることでビジネス志向を高めることにより、基盤充実と安定成長の実現に近づけ
るため、市町村が外部人材を活用する費用の一部を助成するものです。

助成対象者 市町村

助成上限額 １事業当たり　７００万円 以内

助　成　率 助成対象経費の２／３以内

助成対象経費

①外部人材の派遣に関する経費
　外部人材の人件費（謝金を含む。）、旅費
②その他の経費
　旅費、委託料、会議費、印刷製本費、広告宣伝費、原材料費、消耗品費、通信運搬費等（消

費税及び地方消費税を含む。）

助成対象期間 平成26年４月１日　～　平成27年２月20日

対象事業数 13件程度

公 募 期 間 平成26年１月10日　～　平成26年２月14日（財団必着）

留 意 事 項
①市町村は、都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②期中の概算払いは、行いません。
③外部人材の派遣に関する経費は、助成対象経費の概ね半分以上を占めるようにしてください。

外部人材派遣
［初期対応型］

課題の抽出
方向性の提言

機運の醸成
実施体制の整備

外部人材派遣
［環境整備型］ 助成金

事業の実施
例　ものづくり
　　観光・交流の促進
　　場づくり・人材育成
　　流通・販路の拡大　等

段 階 に 応 じ て 申 請
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（2） 新・地域再生マネージャー事業（外部人材派遣）
地域再生に取り組もうとする市町村に対して外部人材を派遣し、地域再生に関する助言

等を行うものです。
地域の課題や課題解決に向けた方向性は明確だが、具体的な推進方策が明確になって

いない段階で、地域再生の機運を醸成し、推進体制を整える等、実現に向けた環境整備を
行うため、外部人材を派遣する①「環境整備型」と地域の課題や課題解決に向けた方向性
が明確になっていない段階で、その解決に向けた方向性に目途をつけるため、外部人材を派
遣して現地調査を行い、地域再生の方向性を提言する②「初期対応型」があります。

①「環境整備型」

助成対象者 市町村

派 遣 内 容 １件当たり１人６回まで、１回につき１～２日程度、最大12日間の派遣とする。

経　　費
外部人材の派遣に係る費用（旅費・謝金）について、原則として財団が負担し、外部人材へ直接
支払います。（算定方法については、財団の規定によります。）

派遣実施期間 平成26年４月１日　～　平成27年２月20日

対 象 件 数 ８件程度

公 募 期 間 平成26年１月10日　～　平成26年２月14日（財団必着）

留 意 事 項
①市町村は、都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②派遣する外部人材は、市町村が選任してください。

②「初期対応型」

助成対象者 市町村

派 遣 内 容
①１件当たり２人１回まで、２泊３日以内の派遣とする。
②最終日に調査結果を首長等に報告する。

経　　費
外部人材の派遣に係る費用（旅費・謝金）について、原則として財団が負担し、外部人材へ直接
支払います。（算定方法については、財団の規定によります。）

派遣実施期間 平成26年８月１日　～　平成27年１月31日

対 象 件 数 ６件程度

公 募 期 間 平成26年４月１日　～　平成26年６月30日（財団必着）

留 意 事 項
①市町村は、都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②派遣する外部人材は、財団が選任します。

地域再生部 地域再生課
TEL 03-3263-5736　 FAX 03-3263-7887

E-mail  saisei-ka@furusato-zaidan.or.jp    URL  http://www.furusato-zaidan.or.jp/
問 合 せ 先
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まちなか再生支援事業(補助金) 
～まちなか空間の再生を支援します～

1 事業目的
まちなか再生に取り組む市町村（特別区を含む。以下同じ。）に対し、具体的・実務的ノウハウを有

する専門家に業務の委託等をする費用の一部を補助することにより、まちなか再生を居住機能・商業
機能等総合的な側面から促進し、活力と魅力ある地域づくりに寄与することを目的として実施します。

（※）「まちなか再生」とは、当事業においては、まちなか空間の施設整備・環境改善・維持管理、地域資源のプロモーション、交通問題の解決、それらの担い手
たる組織の設立等を行うことにより、まちなか空間における生活及び交流拠点としての機能の維持・拡大を図ることをいう。

2 補助事業の概要
①まちなか再生専門家活用型 ②大学連携型

補 助 内 容 （1） 補助対象業務を行う市町村への契約費用に対する補助
（2） 補助金の交付を受ける市町村が実施するまちなか再生事業に対する助言

補助対象事業の
概要

市町村がまちなか再生専門家の具体的・実務
的ノウハウを活用してまちなか再生に取り組む事
業。

連携大学の教員と学生が地域の現場に入り、必要に
応じてまちなか再生専門家や他大学等の大学サポー
トチームと連携しながら、市町村や地元関係者ととも
にまちなか再生に取り組むことにより、継続的なまち
なか再生及び人材育成に資する活動を行う事業。

事業概念図

まちなか再生
プロデューサー

市町村から委託されたまちなか再生事業の業務を、責任を持って遂行し、まちなか再生事業全
体の総合的な企画、調整、統合等を行う者。
まちなか再生専門家チームに属するまちなか再生専
門家のうち、当該チームの中心となる専門家。 連携大学の教員。

契約の相手方 まちなか再生プロデューサー。
原則として連携大学（大学組織）。ただし、財団が事業を
円滑に進める上で必要と認めた場合には、大学サポート
チームのまちなか再生専門家と契約することを妨げない。

（※）「まちなか再生専門家」とは、まちなか再生について、具体的かつ実務的ノウハウ等を有する専門家（当該専門家が所属する法人を含む）をいう。

3 公募概要
補助対象者 市町村

補助対象業務

（1） 市町村が、まちなか再生事業の推進を目的として、まちなか再生プロデューサー等と業務の委託等
契約を締結するものであること。

（2） まちなか再生の観点から、事業実施に係る実質的成果が期待できるものであること。
（3） 市町村とまちなか再生専門家チーム（大学連携型の場合は、連携大学及び大学サポートチーム）との

連携を円滑に行う体制の整備等、効果的に実施されるような仕組みを有するものであること。
（4） 市町村が、継続的なまちなか再生を推進するために行うものであること。
（5） 他の市町村におけるまちなか再生のモデルとなり得るものであること。
（6） 補助対象業務に係る補助金等を国、独立行政法人又は他の公益法人から受けないものであること。

補助額（補助率） １事業　700万円 以内（補助対象事業に係る契約金額の２／３以内）
対象事業数 ５件程度

補助対象期間 平成26年４月１日　～　平成27年２月２０日まで
公 募 期 間 申込締切　　平成26年２月14日（財団必着）

留 意 事 項 （1） 財団へ直接申請（別途都道府県への報告を要します。）
（2） 補助率２／３以外の部分（市町村負担部分）について市町村の予算措置が必要。

（P28-2）
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開発振興部 開発振興課
TEL 03-3263-5758　 FAX 03-3263-7423

E-mail  kazuko.sakurada@furusato-zaidan.or.jp    URL  http://www.furusato-zaidan.or.jp/
問 合 せ 先
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公民連携アドバイザー派遣事業
～公民連携手法について高度な専門知識を有する専門家等を派遣します～

1 趣旨
公民連携手法による公共施設等の整備・維持管理や運営等を推進する地方公共団体の要請

に応じ、シンクタンク等の専門家等、地方公共団体職員又は当財団職員（以下、｢アドバイザー｣と
いう。）を派遣し、必要な助言・指導を行います。

2 事業内容
下記公民連携手法について高度な専門知識、ノウハウ、経験を有する専門家等を、地方公共

団体に派遣します。
（１）ＰＦＩ等

ＰＦＩ法に基づくＰＦＩ事業の他、公民連携（ＰＰＰ）による公共施設等の整備、運営・管理
等を行う事業

（２）指定管理者制度
地方自治法第244条の２第３項に規定された指定管理者による公の施設の管理

（３）公共施設マネジメント
地方公共団体が保有する公共施設を総合的に把握し、財政運営と連動しながら管理・運

用する仕組み

3 派遣方法等
・アドバイザー派遣は、原則として１地方公共団体あたり１回を限度とします。
・派遣時期等については、地方公共団体と協議のうえ決定します。
・予定件数は40自治体程度とします。
・申込多数の場合は、公民連携ポータルサイトに会員登録している団体を優先させていただきま

す。公民連携ポータルサイトの会員登録は随時受け付けております。

4 費用
アドバイザー等の派遣に要する経費（謝金・旅費）は、原則として当財団が全額負担します。

（派遣実施確認後、ふるさと財団からアドバイザーへ直接支払い。）

5 募集期間
平成２６年１月１０日（金）～平成２６年２月１４日（金）

6 制度の流れ
地方公共団体

公民連携手法
（PFI 等、指定管理者制度、
 公共施設マネジメント）

 の検討等

ふるさと財団

アドバイザーの選任、
アドバイス内容・日程調整等

①申込

②採択通知

③アドバイザー等の決定通知

④アドバイス（3時間程度）

⑤受入結果の報告

専門家

開発振興部 開発振興課
TEL 03-3263-5758　 FAX 03-3263-7423

E-mail  takahisa.imamura@furusato-zaidan.or.jp 
公民連携ポータルサイトURL  http://www.pficenter.jp/

問 合 せ 先
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公民連携調査研究会（研究モデル事業）
～公共施設マネジメントの推進を支援します～

1 事業目的
公共施設の老朽化問題は多くの市町村（特別区を含む。以下同じ。）の喫緊の課題となっていま

すが、公共施設マネジメントの取組みは一部の市町村に留まっており、多くの市町村が本格的な導
入に至っていません。

また、公共施設マネジメントについては、市町村が自ら推進していくことが基本ですが、市町村の
規模や置かれている状況は多様であり、これに応じた推進方法の早急な構築が求められています。

一方、国の方針としてPPP/PFIの積極的な活用が掲げられているものの、先行して公共施設マ
ネジメントに取り組む自治体においても具体的な民間活力の導入について検討が進んでおらず、導
入の手法及び効果や課題は整理されていません。

こうしたことから、本研究モデル事業では、市町村における公共施設マネジメントを推進するため、
民間のノウハウを活用した新たな公共施設マネジメントについて、モデル自治体によるケーススタディ
を行い、研究成果を全国に発信することを目的として実施します。

（※）「公共施設マネジメント」とは、保有する公共施設を総合的に把握し、財政運営と連動させながら管理、活用する取組みであり、公共施設で提供されるサービスの
運営も含むものをいう。

2 助成事業の概要
【研究モデル事業のイメージ】

●産・官または産・官・学連携等によ
る検討体制を整備するとともに、新
たなマネジメントの仕組みや公共施
設の再編・実践に直結するマネジメ
ント推進手法などを検討する事業

●公共サービスの維持・向上や財政
負担の軽減に資する公民連携手
法を検討する事業

●今後の公共施設のあり方について
庁内・住民への理解を深めるための
手法を検討する事業

3 公募概要
対　象　者 市町村（特別区を含む）

募 集 要 件

(1) 平成２６年度に研究モデル事業を実施すること
(2) 事業の実施に当たり、次に掲げるいずれかのものと業務の委託契約を締結するもの
　　ア　民間事業者
　　イ　大学
(3) 当該事業に係る補助金等を国、独立行政法人又は他の公益法人から受けないものであること。

助成額（助成率） １事業　７００万円 以内（助成対象事業に係る契約金額の２／３以内）

対象事業数 4件程度

対 象 期 間 平成２６年４月１日　～　平成２７年２月２０日まで

公 募 期 間 申込締切　　平成２６年２月１４日（財団必着）

留 意 事 項 (1) 財団へ直接申請（別途都道府県への報告を要します。）
(2) 助成率２／３以外の部分（市町村負担部分）について市町村の予算措置が必要。

【研究モデル事業のスキーム図】

開発振興部 開発振興課
TEL 03-3263-5758　 FAX 03-3263-7423

E-mail  okada@furusato-zaidan.or.jp　Kazuomi.tabata@furusato-zaidan.or.jp 
URL  http://www.furusato-zaidan.or.jp

問 合 せ 先

シンク
タンク
等

協力

契約

共同研究

一部助成

財団が
組織

新たなマネジ
メント手法の
構築支援

研究モデル事業に
対する調査・検討

【研究モデル事業】

協力

地元大学
等 市町村

公民連携調査
研究会

民間企業
等

ふるさと
財団

・学識経験者
・総務省
・先進自治体の職員など



29

平
成
26
年
度 

事
業
に
つ
い
て

7

公民連携セミナー
～公民連携手法に係る最新情報や先行事例等を内容とするセミナーを開催します～

地域経済フォーラム

1 趣旨
地方公共団体等の担当者を対象として、公民連携手法（ＰＦＩ、指定管理者制度、公共施設マネ

ジメント）に係る基本的な講義、実務的な講義、事例を中心としたセミナーを開催し、自治体におけ
る公民連携事業の普及促進を図ります。

2 開催概要
①日程及び開催場所

開　催　日（予定） 開催場所
第１回 平成２６年７、８月頃（２日間） 東京都

第2回 平成２６年７、８月頃（２日間） 未定

②募 集 人 数 　いずれも１００名程度
③参加対象者　地方公共団体職員
④参 加 費 　いずれも無料　※当日は名刺の持参をお願いしています。
⑤申 込 方 法 　いずれも開催日１か月程度前に正式にご案内しますのでＦＡＸにてお申し込み

ください。なお、案内は下記ホームページに掲載するほか、都道府県経由で
文書にて通知します。

1 趣旨
地域貢献企業の会と共同で、全国の民間事業者や地方公共団体職員を参加者として、地域経

済についての研修を目的とした地域経済フォーラムを開催します。

2 内容
地域経済に関する先進的な企業経営者、気鋭の専門家等による講演会を行い、講師と参加者、

また参加者同士の意見交換や、地域の活性化につながる情報交換を実施。

最近の
開催地

及びテーマ

平成23年度 平成24年度
滋賀県野洲市：地域観光交流と滋賀県 鹿児島県鹿児島市：

今後の世界および日本経済見直し
-アベノミクス経済再生なるか-

長崎県島原市：
観光資源の有効活用による地域活性化について

3 開催要領
・開催回数：年1回程度　　・開催時期、開催場所、開催内容：協議のうえ決定

融資部 調査・管理課
TEL 03-3263-5737　 FAX 03-3263-5732

E-mail  hiroyuki.hashimoto@furusato-zaidan.or.jp   
問 合 せ 先

開発振興部 開発振興課
TEL 03-3263-5758　 FAX 03-3263-7423

E-mail  takahisa.imamura@furusato-zaidan.or.jp    
公民連携ポータルサイトURL  http://www.pficenter.jp/

問 合 せ 先
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平成26年度　ふるさと財団事業一覧

事業名 事 業 概 要 助 成 対 象 等 申 請 期 間
申請及び
申込先

( 注 )

ふるさと融資関連事業《担当：融資部 企画調整課　TEL：03-3263-5586》

ふるさと企業
大賞

（総務大臣表彰）

過去にふるさと融資を活用
し、地域振興・活性化に資
する事業活動を実施してい
る民間事業者を表彰し、そ
の活動を全国に広く周知す
ることで魅力ある地域づく
りの一層の推進を図る。

◦表彰対象：
ふるさと融資を活用した民間事業者であ
り、その事業が営業開始後３年以上継続
し、現在も経営に懸念がなく、かつ地域
における経済効果、雇用及びイメージ
アップ等の点で魅力ある地域づくりに特
に貢献していると認められること
◦表彰方法：
表彰状を授与（10事例以内）

平成25年12月13日

～

平成26年3月10日

都道府県
指定都市
①

市町村
②

地域産業育成支援事業《担当：総務部 地域産業支援室　TEL：03-3263-5731》

新技術・地域
資源開発補助
事業

企業等の新技術・地域資源
を活用した新商品開発等に
対し市区町村が支援を行う
場合に、ふるさと財団が当
該市区町村に対し補助金を
交付する。

◦補助対象：市区町村
※企業等に対する補助金は市区町村
　から交付
◦補助率：2/3 以内（過疎地域等 10/10）
◦補助上限額：
　新技術開発：1,000 万円
　地域資源開発：300 万円

平成26年1月10日

～

平成26年3月20日

指定都市
①

市区町村
②

新・地域再生マネージャー事業《担当：地域再生部 地域再生課　TEL：03-3263-5736》

助成事業

地域の課題解決に向けた市
区町村による戦略・ビジョ
ン等の策定段階において、
実施体制整備・基盤整備に
よる持続可能性や商品化・
開発力整備によるビジネス
志向を高め、基盤充実と安
定成長を図るため、市区町
村が外部人材を活用する費
用等の一部を助成する。

◦助成対象：市区町村
◦助成率：2/3 以内
◦助成上限額：700 万円
（外部人材派遣に係る人件費・旅費が
助成対象経費の概ね半分以上）

平成26年1月10日
～

平成26年2月14日

指定都市
①

市区町村
②

外部人材派遣
【環境整備型】

課題や課題解決への方向性
は明確なものの推進方策が
具体化していない段階で、
市区町村が地域関係者の機
運醸成、推進体制の整備を
図るため、外部人材を派遣
し、地域再生の実現に向け
た環境を整備する。

◦派遣対象：市区町村
◦派遣内容：
　原則として 1 件あたり 1 人 6 回まで、
　1 回につき 1 ～ 2 日程度
◦派遣経費：
　外部人材への謝金・旅費は
　原則財団負担

平成26年1月10日

～

平成26年2月14日

指定都市
①

市区町村
②

外部人材派遣
【初期対応型】

課題や課題解決への方向性
が明確でない段階で、市区
町村がその解決への方向性
に目途をつけるため、外部
人材を派遣し、現地調査を
行い、地域再生の方向性を
提言する。

◦派遣対象：市区町村
◦派遣内容：
　原則として 1 件あたり 2 人 1 回まで、
　2 泊 3 日以内
◦派遣費用：
　外部人材への謝金・旅費は原則財団負担

平成26年4月1日

～

平成26年6月30日

指定都市
①

市区町村
②

まちなか再生事業《担当：開発振興部 開発振興課　TEL：03-3263-5758》

まちなか
再生支援事業

（補助金）

まちなか再生に取り組む市
区町村に対し、具体的・実
務的ノウハウを有する専門
家又は大学に業務の委託等
をする費用の一部を助成す
る。

◦補助対象：市区町村
◦補助率：2/3 以内
◦補助上限額：700 万円

平成26年1月10日

～

平成26年2月14日
①
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事業名 事 業 概 要 助 成 対 象 等 申 請 期 間
申請及び
申込先

( 注 )

公民連携推進事業《担当：開発振興部 開発振興課　TEL：03-3263-5758》

公民連携
アドバイザー
派遣事業

公民連携手法による公共施
設等の整備、維持管理・運
営等を推進する地方公共団
体の要請に応じ、シンク
タンク等の専門家等を派遣
し、必要な助言・指導を行
う。

◦派遣対象：
　都道府県、市区町村、一部事務組合等
◦派遣回数：
　原則として 1 団体につき年間 1 回
◦派遣費用：
　原則として財団が全額負担　

平成26年1月10日

～

平成26年2月14日
①

公民連携
セミナー

地方公共団体の担当者を対
象として、公民連携手法（Ｐ
ＦＩ、指定管理者制度、公
共施設マネジメント）に係
る基本的な講義、実務的な
講義、事例を中心としたセ
ミナーを開催することによ
り、自治体における公民連
携事業の普及促進を図る。

◦第１回：
　7、8 月頃、2 日間、東京都内、
　100 名程度
◦第２回：
　7、8 月頃、2 日間、開催地未定、
　100 名程度

決定次第案内 ①

公民連携調査
研究会
(研究モデル事業）

民間ノウハウを活用した新
たな公共施設マネジメント
手法の構築に取り組む市区
町村とふるさと財団が設置
する公民連携調査研究会が
共同研究を行い、研究成果
を発信するとともに、市区
町村に対し民間事業者又は
大学に業務の委託をする費
用の一部を助成する。

◦助成対象：市区町村
◦助成率：2/3 以内
◦助成上限額：700 万円

平成26年1月10日

～

平成26年2月14日
①

その他事業《担当：融資部 調査・管理課　TEL：03-3263-5737》

地域経済
フォーラム

地域についての研修及び活
発な意見交換等を内容とす
るフォーラムを開催する。

◦開催回数：年 1 回程度
◦開催時期、場所、内容：協議の上決定 決定次第案内 ①

地域産業交流
セミナー

地域の活性化につながるビ
ジネスを推進する事業者等
を対象とした講演会及び異
業種交流会を開催する。

◦開催時期：10 月下旬頃
◦開催場所：東京都内 決定次第案内 －

( 注 ) 提出方法…　①：直接財団に提出　②：都道府県経由で財団に提出



財団日誌

財団トピックス

10月 1日 公民連携（ＰＦＩ）アドバイザー派遣 茨城県龍ケ崎市

公民連携（公共施設マネジメント）
アドバイザー派遣 福島県伊達市

3日 ～4日 地域再生セミナー 石川県

4日 公民連携（公共施設マネジメント）
アドバイザー派遣 愛媛県松山市

新技術・地域資源開発人材活用支援事業 兵庫県加古川市

6日 ～7日 まちなか再生専門家派遣 福井県若狭町

7日 まちなか再生専門家派遣 岡山県高梁市

9日 まちなか再生専門家派遣 北海道苫小牧市

新技術・地域資源開発人材活用支援事業 大阪府寝屋川市

15日 新技術・地域資源開発人材活用支援事業 青森県鰺ヶ沢町

17日 新技術・地域資源開発人材活用支援事業 宮城県仙台市

新技術・地域資源開発人材活用支援事業 大阪府寝屋川市

18日 公民連携（PFI）アドバイザー派遣 愛知県

21日 ～22日 公民連携セミナー 新潟県新潟市

22日 新技術・地域資源開発人材活用支援事業 大阪府寝屋川市

23日 ～24日 新技術・地域資源開発人材活用支援事業 愛媛県鬼北町

23日 ～25日 新・地域再生マネージャー事業(短期診断派遣） 奈良県曽爾村

25日 公民連携（PFI）アドバイザー派遣 北海道滝川市

27日 ～28日 新・地域再生マネージャー事業(助成事業） 北海道小樽市

28日 ～29日 新・地域再生マネージャー事業(助成事業） 宮城県涌谷町

30日 ふるさと企業大賞表彰式 東京都
（第一ホテル東京）

地域産業交流セミナー 東京都
（第一ホテル東京）

新・地域再生マネージャー事業(助成事業） 北海道下川町

まちなか再生支援アドバイザリーボード 高知県本山町

11月 6日 公民連携（公共施設マネジメント）
アドバイザー派遣 長野県長野市

6日 ～7日 新・地域再生マネージャー事業（助成事業） 愛媛県今治市

7日 新・地域再生マネージャー事業（助成事業） 愛知県豊橋市

9日 ～10日 新・地域再生マネージャー事業（助成事業） 神奈川県横須賀市
島根県雲南市

12日 ～13日 新・地域再生マネージャー事業（助成事業） 北海道奥尻町

13日 公民連携（指定管理者制度）アドバイザー派遣 京都府福知山市

15日 まちなか再生専門家派遣 北海道浦河町

18日 新技術・地域資源開発人材活用支援事業 兵庫県加古川市

19日 公民連携（公共施設マネジメント）
アドバイザー派遣 埼玉県

新技術・地域資源開発人材活用支援事業 愛知県名古屋市

21日 新技術・地域資源開発人材活用支援事業 山形県山形市

25日 ～26日 新・地域再生マネージャー事業（助成事業） 新潟県上越市

28日 ～29日 新・地域再生マネージャー事業（助成事業） 福井県鯖江市
徳島県三好市

12月 2日 ～ 4日 新・地域再生マネージャー事業（短期診断派遣） 福岡県大刀洗町

4日 まちなか再生専門家派遣 岡山県高梁市

9日 新技術・地域資源開発人材活用支援事業 兵庫県加古川市

9日 ～10日 新・地域再生マネージャー事業（助成事業） 長野県根羽村

16日 まちなか再生支援アドバイザリーボード 千葉県館山市

公民連携（PFI）アドバイザー派遣 愛知県名古屋市

16日 ～18日 新・地域再生マネージャー事業（短期診断派遣） 栃木県那須烏山市

18日 公民連携（公共施設マネジメント）
アドバイザー派遣 東京都世田谷区

19日 ～20日 新・地域再生マネージャー事業（助成事業） 佐賀県唐津市
熊本県上天草市

25日 新技術・地域資源開発人材活用支援事業 山形県山形市

　平成25年11月25日、新技術・地域
資源開発人材活用事業でアドバイザーを
務められたカネパッケージ株式会社代表取
締役社長の金坂良一様より当財団にマング
ローブの植林証明書をご寄贈頂きました。
　カネパッケージ株式会社では、以前より
環境活動に力を入れており、フィリピンで
のマングローブの植林活動を実施してい
ます。
　今回も、財団よりお支払した講師謝金の
全額をマングローブの植林としてご活用さ
れ、その植林証明書を財団までお持ち頂
いたものです。

（左手が金坂社長、右手が柚木理事長）

10月30日～ 11月1日

会社概要
名称　　　カネパッケージ株式会社
創業　　　昭和51年9月29日
従業員数　700名（関連会社含む）
事業内容　各種緩衝材・設計・試験・
　　　　　�製造・販売
　　　　　�各種段ボール・ＯＡ機器等のソフト

バックなどの販売
　　　　　海外キット製品管理・梱包・
　　　　　�トータル物流
所在地　　（本社）埼玉県入間市南峯1095-15
ＵＲＬ　　    http://www.kanepa.co.jp/
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本誌では、これからも地域づくりの参考となるさまざまな情報を紹介していきたいと考えております。皆様のご意見・ご要望をお寄せください。
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